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は　じ　め　に

平成7年度は、博物館新時代の幕開けの年でした。

7月に、新館「マイ・ミュージアム」ならびに「マルチメディア情報セ

ンター」が開館しました。これを契機に博物館をさらに開放・参加・創造

型の文化、情報の発信、交流の拠点として、県民の皆様に気軽に来て、「博

物館づ〈リ」に参加していただけるように努めています。この方針を「博

物館運営正則」としてまとめ、新館のエントランスに塙げています。

県民のコレクションを展示するマイミュージアムギャラリー、世界初の

ハイパーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」が検索できるハイビジョ

ンポール、紀行情報を自由に検索し遊びながら学習できるマルチメディア

スタジオ、自由にハイビジョン静止画ソフトが制作できるマルチメディア

工房、それぞれ好評をいただいております。

県民の幅広い参加、創造の一つとして、多数の博物館同人、博物館サポー

ターの多様な活動を受けております。

7年度は、特別展「岐阜の淡水魚」、「美濃“飛騨の古代史発掘」さらに

岐阜県民文化祭の一環として、名古屋市との共催で「人定三五年記念『円

空展』」、また特別陳列「ふるさとの文化財紹介展一岐阜地し圭一」を開催し、

それぞれ時宜に適した展示として好評を博しました。

資料紹介展は、ボリビア大便夫妻を招鴫して「南米ボリビアの三葉虫」、

ユタ州ブリガムヤング大学付属博物館のスタンドマン氏を招請して「岐阜

とユタ州の恐竜」などを開催し、国際交流活動も進みました。

恐竜化石調査団の調査研究も、荘）iI、白川村から神岡町、上宝村へと地

域を拡大して進め、成果をあけました。

平成8年度は、開館20周年記念展「恐竜のふるさとユタ」、飛騨美濃合併

120周年記念展「岐阜県の明冶維新」、資料紹介展「海抜Omから3000mへ

の旅」、特別陳列「ふるさとの文化財紹介展一美濃地区－」、さらにマイミュー

ジアムギャラリーの展示を8回企画し、多彩で楽しく、質の高い展示にな

るよう努めています。

教育普及活動も、「恐竜ゼミナールGIFU’96in KAMITAKARA」など

のほか、親子対象の「たのしい博物館」と、一般向けの「博物館講座」の

二本立てにして、幼児から高齢者までだれもが楽しめる生涯学習の場を提

供していきます。また、マルチメディア工房の利用促進を図り、情報交流

の施設、設備の充実を進めていきます。

ここに、平成7年度の事業の記録と平成8年度の事業計画の概要を紹介

する館報第19号を刊行しました。御高覧いただき、県民の博物館の充実発

展に御支援、御指導を賜りますようお願いします。

平成8年4月1日

岐阜県博物館長　清　水　廣　美
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を公開し、

研せて、教育普及活動を行うことにより広く県民の字習

の場となり、また文化財保護の楕神の滴養に役立て、新

しい教養と文化の発展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）・

自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集、

保管、展ノ」∴　調査研究およびそれらの活用を図る総

合嶋物館とする。
・　県国外の博物館および相当施設との活発な交流を

図るとともに、本県の中央博物館としての役割を果

たす内容と設備を有する施設とする。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、利用

者が楽しく半習することができ、未来への研究心と

創造悟を開発させるような生涯学習機関とする。
「ハイパーハイピジョン風土記」を主とした博物

館情報を制作し、マルチメディアシステムによる情

報の収集、加工、発信、受信を行い、情報化社会に

対応した博物館を目指す。
・　資料の収集および保存並びに展示に関する専門的

な調査研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密

な考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ

人文、自然の2部門に分ける。総合展示は、だれに

も親しめるよう平易な展示を心榔ナ、本県の歴史の

発膜の椀要と、自然環境の概要を理解しやすく展示

する。課題展示は、内容において、前者よI）やや高

度なものとする。

特別蛙示は、特定の企画とテーマを設けて、展示

をする。

展示の方法は、（ア）生涯学習の場として、幅広い層

に親しめる展示（イ）資料の単なる羅列ではなくストー

リー性のある痕示（ウ）総花的展示を避け、各時代の

特色やテーマの本質をとらえた展示　に）できる限り

実物資料の展示をするが、更に、図表、模型等多種

類の資料も活用（オ）視聴覚機器などを取I）入れ、見

る人に強く訴える設備（が明確で分かりやすい解説

とする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあけ）み」－原始時代から近代、現代に

寄るまでの娃史の流れと、各時代の特色を分かりやす

く展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷上の民俗と美術工芸」－特色ある郷上の民

俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」一一郷土の自然の槻宴

を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展′丁く）

主題「郷土のさまざまな自然」－特色ある自然物や

事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別虞示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究

博物館資料に関する専門的、技fI剛勺な調査研究

を行う。
・博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な

研究を行う。

〈4）マイ・ミュージアム（マルチメディア情報センター）

・マイミュージアムギャラリー

個人などによって収集、所蔵されているコレク

ションを公開展示する。また、生涯学習の成果発

表の場など多様な活用を図り、螺民文化の交流の

拠点とする。

・ハイビジョンホール

ハイパーハイビジョン風土記「ひた・みの紀行」

により、岐阜県の盛史、文化、座業、自然なとを

ハイビジョンで提供するほか、各種のハイビジョ

ンソフトやハイビジョン放送を放映する。また、

マルチメティア情報機器を活用し、各種の講演、

研修会等の場とする。

・マルチメディアスタジオ

ハイパーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」

を一人ひとりが自在に検累し、架しみながら′羊習

できる場とする。

また、マルチメティア機器の利用提供や技術的

支援により県民のソフトづくりの工房（“マルチメ

ディア工房・ぎふ’1）としての役割を披天する。



〔沿革〕

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員

会において、博物館の建設を

決定

4月　教育委員会社会教育課に博物

館準備担当を配陪

6－9月　博物館懇談会を設ける

ii離し147年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起工式挙石

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展′」、工事着手

7月　本館建築竣⊥

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館託念式典挙行　一般公開

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦闘武将」

7月∴特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90力人を突破

10月　字習ヒテオスタティコーナー

設置

特別展「濃飛の蘭掌」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代＿

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美膿の刀剣」

入館者100力人を突破

12月　自然展示室IIを改装

昭和61年4月　特別展「徳用のi）u享とくらし」

7月　特別康「輿飛騨の自然」

9月　人文展小室Iを改装

10月　関館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさと

の祭りi

「L匠三人展」・「スポーツ　昭和62年4月　特別展「濃雅の弥生時代」

栄光展」

7月　皇太子・同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

llIj　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別辰口i本伝続工芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別痕「郷士の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別痕「濃飛の甲胃」

7月　特別展「世界のコガー不ムシ」

10月　特別展「能面と装束」

日葡［ほ4年4月　入館者40力人突破

特別展「濃飛の先史時代．

7月　特別展「世界のrl」

10月　特別展「濃燈の文人」

11月　「祉党麿害者（触察）コーナー」

閑寂

昭和55年4月　特別展「雷暦冶水と燐摩溝」

5月　入館者50力人を突破

7月　特別膜「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

郎掃い56年4月　特別展「美濃の絵島」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御高山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高貴山の信仰」

入館者70万人突破

7月　特別展「ふるさとの植物。

10月　特別展「東洋の硝幣」

Ii翫口58年4月　特別槙「岐阜県の考古遣物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

入館者110力人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

iH徳山村民家移築復7L

昭和63年1月　自然展小室Iを改装

4月　特別股ノJく率ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博’88記念展「中山道一

美濃十六祐一」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」

7月　特別煉「ふるさとの野鳥」

8月　1611恐竜足跡化石同日付で発

見

10月　特別展「移ろいゆ〈年中行事」

11月　日本生命財団から図書「岐阜

県蝉物館総合案内」4，000冊の

寄贈を′乳ナる

平成2年4月　特別展「輪中と流水」

7月　特別展「白Liiの自然」

「恐竜足跡化石レプレカ」除

幕式

クリーンアトへンチャー標識

設胃（「自然観察のこみち」に）

岐阜県博物館協議会に「新し

い時代・県民ニースに対応て

きる博物館の石I）方について。

語間

入館者130万人を突破

10月　特別展「渡飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から中間

答申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を設措

4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　拙別展「ふるさとの唖乳動物」

l（間　置県120年・岐阜鹿川↑諏訪妹県

し醗′J20周年記念展「鹿川：i，－

その自然と歴史－」

H月　入館者140力人を突破

辛成4年31j　岐阜県博物館励議会より　‾新

しい時代・県民ニースに対応

する博物館の在り方について」

答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの　交

流する縄文・古代人」

7月　特別妓「恐竜l中上悪童一謎

レロマンー」

10月　特別展「近1時こ輝く濃飛の群

像」

辛成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展i」＿と炎の芸術」

9月　29日大型は字し類足跡化石を美

濃加茂出て発掘

10月　特別展「失われゆ〈植物」

11月　「ハイパーーハイピジョン風土

記」イメージシュミレーショ

ンソフトの完成

平成6年1月　20日マイ・ミュージアム裸起

工式

3月　大型は乳類足跡化石を展′」、

4月　特別展「川に生きる　－水運と

漁労」

8月　恐竜の晶等／旧情寸で発見

OIj　特別展「美濃山地の！’l然」

10月　入館者160方人を突破

12月　ユタ州訪問（化フェスダ95度

小化石の借用、交流の推進）

平成7年3月　マイ・ミューンアム棟＿日高の

完成

ハイハーハイビジョン風土記

「ひた・みの紀行．美濃路縞

ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚＿

化フェスダ95にユダ川恐竜化

石を展示

7月　マイ・ミュージアム（マルチ

メティア情報センター）落成

式典挙行　一般公開

8Fl∴恐竜セミナールGIFU’95開催

10月　特別展「実演・飛媚の古代史

発掘　律令的家の時代」

人定三百年記念「円空展」（名

古屋市と共催）

県下第1号として「マ′レチメ

ディア工房・ぎふ」開設

lllj　円空ンンポジウム「世界にお

ける円空」



〔施設・設備〕

1博物館 冏ｸｭ��X､ｲ�
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・主要室名及び面積

2　館外施設
用即日じ人i用

／妙
／／

〉＿一二二フ

識需闇旧徳山村民或
（1）自然観察のこみち

館I相こおける“郷士の自然、’の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすかたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の植

物の案内、ツツジの群生地、百草園、マンサクの林など

が設けられている。

なお、樹林の特徴などが字習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネル

を設置している。

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は閉村となり腺橋村

になったが、徳山の生活を後世正二話I）継ぐため、当時徳

山村戸入在住の富川澄雄さんから家屋の提供を受け、昭

和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用具

なども展示し、無料開放している。
主 　将ii i駕 ��

笠田ii 

詰≡霧／＝‾i詰論詰嘉 ���?�耳�h�X�Xｪ��

－　6　－

・様　式　木造かやふき2階建、南平入り

・主　材　ブナ・トチ

・建面積120．971n’

・延面積197．48m’

・間取り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　根　入母屋式、切り落とし窓つき

日　当 　　韓 　　と 

記＿∴タンテ」二三　回細二十㌧／中信 廿期日＝三豊三業 再′間1－－－－－「－　　　ここi＝gl豊 山； 

Ei諒i‡ O　　　　o 

削　　　　　　　　　用 

（ ��������x�������������

理∵＼引／／亡 葦／Xi十品嘗 剌¥二二「二二千一∃ 止二王≡圭 

＿Ⅱ正三用尺　重責三三三 

▲2階間取り図



II　平成8年度　組織・運営

〔事業計画〕
平成8年4月現在

展示活動　総務課 館長次長 　字芸都 職員 ��ﾙk�ﾅr�貭��ﾍﾉ?������蓼蓼蓼ﾙ��ﾚ"�

考　　　　古

離∴∴∴∴史

民　　　　俗

美術・工芸

動　　　　物

植　　　　物

地　　　l羊

職　名（担当）　　　　氏∴∴名 剞E　名（担当） 倩�����kﾈ�����������X�洩ﾈ��%99h�｢�倩�����洩ﾂ�

館　　　　　　　　　長　清　水　鹿　美 凵k辛芸部〕 ��兌��ｨ攤��+x��^(��ﾛ"���ﾈ��(h��ｶ���Wb�

次　長　兼総務　課　長 ����:���ｾ����R�l学　　芸　　部　　長 傅ﾈ��}�������"�半∴∴芸　　主　　事 舒(��68�h�8��u��

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長 儻���68��ﾔｸ��Jｨ����������鳴���X��,8�益ﾘ��:��

課長補佐兼総務係長　岩　田　千恵子 凵i兼）課長補佐（民俗） ��ﾘ��曰��ﾔh��謦�lI �ﾘ���ｸ��ﾔ���[b�

主　　　　　　　　　在　中　幸　弘、春 刮ﾛ　長　補　佐（魔吏） �6���,x��支��nr�辛　芸　嘱　託　員 �68��ﾏｸ��ﾕ������2�

II 侘8��68������ﾏR�学　芸　主　事（考古） ��X��,ｸ���������ｽ�+y^(ﾛ(ﾉ8ｻ8孜X�ｷ佛y+r�俑���,8��y���n��

主　　　　　　　　　事 假���皐��Oﾈ��=��主　　　事（美術工芸） 舒(��ﾛ(���ﾈ��爾�（兼）学　芸　主　事 倅���Oh��ｫ���鶯�

II ����68�������2�課長補佐兼「i然係長 俾ﾘ��nﾈ��ｪ���鶯�宰　芸　嘱　託　員 傅ﾈ��ﾋH��ﾘ�����

業　務　嘱　託　員 侘9nﾉ�ｨ��Oﾉ]ｸ���課　長　補　佐（地学） ��ﾈ��ﾘx��ﾔ����(����������白�伜(��68��ｮﾈ��蔗�

II　　　　　亀　川　綾　子 剋噤d　≡芸　主　事（柄物） �H���8��ﾔH�����

II �68���8���y,8���主　　　　　　事（動物） �����68��ﾉ(��耳耳爾� 

II �'ﾈ��ﾚ(�茨X�����学　芸　嘱託員（地学） 僭��吋v亢ﾘ�����"� 

Il �'(���ｨ��.���-ﾒ�課長綱生マイiミュージアム偏涙 傅ﾈ��ｿ��������"�

I′　　　　　　rfJ原　麻利子 刮ﾛ　　長　　補　　佐 舒(��68��ﾔｸ��ﾞﾂ�

〔事業計画〕

1　展示活動

展　　示　　名 弍ｨ������ｭB�主　な　展　示　内　谷 

自然展示室は「郷士の自然とおいたち」「郡上のさまざまな自然」をテーマに岐 

常　　　　　設　　　　　展 ��阜県の大地ができたようす、郷土の自然のあらまし、ふるさとの動物・植物・岩 
石等を展示。人文膜示室は「郷土のあゆみ」と「郷土の1日谷と美術⊥芸」をテー 
マに郷土の原始時代から現在に室る暦史的な遺雇や伝統的美術工芸品等を紹介。 

資　　料　　紹　　介　　展 滴����#��ﾃh��"�標高3000mの高山帯から海抜Omまで広がる岐阜県の変化に富んだ自然を、気 
「海抜Omから3000mへの旅」 剏�竰n質、そしてそこに生活する動物、植物のようすを中心に紹介する。 

償籾支阜県文イ鞭オ保護センター 速報展 「よみがえる縄文の世界」 塗�����ﾃh����#r�酬岐阜県文化財保護センターが旧徳山村で調査・研究した成果を、発掘した貴 

重な考古資科をもとに紹介する。 

開　館20　周　年　記　念展 度���h�ﾃ��繧�岐阜県と友好関係にあるユタ州の自然とくに恐竜について、ユタ州の化石を中 
「恐竜のふるさとユタ」 剞Sにして展示する。あわせて、現在のユタ州のようすを紹介する。 

飛騨美濃合併120周年記念展 ����繹�ﾃ�����r�岐阜県の明冶維新の時代を、飛騨と美濃の合併の背景や耐羊文明の常人のよう 
「岐阜県の朋拾維新」 凾ｷ、白山民権運動の盛衰そして近代産業の芽生えなどの観点から紹介する。 

特　　　別　　　陳　　　列 �(�緝�ﾃ8�ﾈ��#2�岐阜県下各市町村に所在する国や県指定の文化財をはじめとした優れた文化遺 
「，ふるさとの文化財紹介展」 剋Yを、シリーズ企画で紹介する。本年度は美濃地区を対象とする。 

マイミュージアムギャラi）－ 侈yj�,ﾈ����]ｸｬx+X,H*ｸ+ﾘ5(8ﾈ4�5h8x98/�ｯｨｭH/�ﾈ�-�,I5x麌+x.��"�

7　－



2　教育普及事業

事　業／名　　　　期日　　　対　　象∴∴「定員　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　容 

記　念　展　講∴演∴会 嶋�8�3����������� 凵u北アメリカの恐竜」 

国立科学博物館古生物第3研究寮長　　　　　　　　　　冨Hl幸先民 
「アメリカ恐竜最前線」 

ブリガムヤング大学附属地球料亭博物館ケネス日日一・スタッドマン民 

10／！27 � 凵u明冶維新と飛騨＿÷　　　　　　　　　　　岐阜大写教授　松用　之利氏 

文　化　講　演　会　IIlノ“16　　　　　　　　　　　　500 劔「明冶・大正・昭和三代の海草を語る」　　　　　　作家　阿川i弘之氏 
「岐阜県と私」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作家　山田智彦民 

場所：県民文化ポール　未来会館 

記　念∴講　演　会　（；／“16 劔「よみがえる縄文の世界（徳山村）」愛知字碇大字数段　人参義一十七他 

51，（〝／5 � 刳C抜0111から300（＿）nlの柄物 

5／11 剄ｍZ生　　　　8 刄nイビジョンマルチメディアソフト制作講座l 

5／19 劔海抜Omから3000mの動物・昆虫 

61，ノノ8　　　　高校生　　　　8 劔ハイビジョンマルチメディアソフト間作講座II 

61！30 � 剳ｧ像一その彬が．現すもの－I　天上吐出文化事業団　　　人前　匡昭氏 

7／ノ120　　　　高校4二　　　　8 劔ハイビジョンマルチメディアソフト制作講座III 

8′ノ／IIl（）　　　高校生　　　　8　　ハイビジョンマルチメディアソフト制作，措庫Ⅳ 

9／ノノ′14　　　　高校生　　　　8　　ハイビジョンマルチメディアソフト制作講座Ⅴ 

9′！29 劔Zy�ﾈ�ﾈ+ｸ,ﾉVｨ*ｨﾋｸ+x.�,ﾈ璽�����ﾄ刎ｩ�閏h嶌馼ｼi&8�������Y�����8諸j��

博　物　館　瀧∴座　10／／20　　　　　　　　　　　　　　きのこの講話　　　　　　　　　　初日何棟神温泉　　　小林　　繁氏 

岐阜市立女子短期大字　教授　森　　基子氏 
10／（26　　　　高校生 剴�����6�487(5x8x987ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�5ﾈ7H6y�xﾞﾈﾗXﾜ�u��

11／ノiIO 劔岐阜県の明冶維新 

ll／（／24 � 儁����ﾈ�ﾈ+ｸ,ﾉVｨ*ｨﾋｸ+x.�,ﾈ�ﾆﾄ漠�ﾈ贓�-ﾙ[h峺仄xｧﾈ��ｦﾈ�������Y����ﾆ粕倩DﾇB�

lI／126　　　　　　　　　　　　　　　仏像÷その彬が現すもの一Ⅳ　大垣宜文化事業団　　　　大前　匡昭氏 

2／（9 劔=驂x�Y[ﾘ��鳬�8,ﾉOﾉEｨ,iO)�ｲ�

2／′23　　　　　　　　　　　　　　　近世京都画壇と美濃 

：3′仁） 劔美濃地区の文化財紹介 
：リ23　　　　　　　　　　　　　　　〟、像－その彬が現わすもの－V　人士亘肩文化事業用　　大前　圧砕民 

4／29　　　　　　　　　　　100　観察のこみちの樹木を調べよう（グリーンアドベンチャー事業） 

7，！30　ノト中生とその規　10　　セミの羽化を観察しよう 

8，／ノ16　　幼児とその親　　　40 劔夏の植物ウォッチングl 

i当　然　観　察　会　　8／ノ113　小中生　　　　　　　40 劔夏の栖物ウォiノチングII 

10／／ノ（13　　　　　　　　　　　　　40 劔化石ウォッチング 

1／／11 �40 剳S年公園のバーードウォッチング 

3ノ（／8 �40 剌tの少）ざ才）植物ウォ、＼ノチング 

恐竜ゼミナールGIFU 嶋�3�#��小字5・6年生　50組 刹ｰ竜セミナーつレGIFU’96inKAMITAKARA　　　　　具備　上吉村 ～22 �,h+ｸ,ﾉ�X���������������ｨ�X�hﾛﾈ-ｨ*Hﾌ97��8*�.y(i�i�8,ﾈ峪���ﾂ�

東京大字名誉教段∴浴用陸上氏、恐竜イラストレイタ一一　ヒサク二ヒコ民 

陶　　芸　　教　：圭 祷6ﾘ��#"�30 剪メ@碗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶芸家　聞出孝可・春海jt 

た　の　し　い博物館 滴�������8������v8髦決�8�������������ﾈﾋ��8�ﾈ7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��

4（／27　　　　　　　　　　　　　　　50 劍.h+�*(�X*�-8,h/�(X,H-ﾘ.h*B�

5／（25 况8髦決贅���ﾈﾋ���7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��

61lノ／22　　　幼児以上 劔�ﾈﾋ��H�ﾈ7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��

6（／23 ��40 �;��,ﾈ��.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*H���������������������������������ﾄ��ｸ佇���

7／i／131∴∴幼児以上 劔�ﾈﾋ��H�ﾈ7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��

9／′28　　　幼児以上 剔ﾌ験、／マルチメディア 

10l！12　　　幼児以上　　　　　　体験、′マルチメディア 

11／（／9 �40 倩h,Xｻ�{8/�,(*ﾘ+�*H���������������������������)*Hﾞﾈ徂��侭nﾈ���ﾙ�ﾘ���

11／／23　　　幼児以上　　　　　　体験．′マルチメディア 

12／（′14　　　幼児以上　　　　　　体験，′マルチメディア 

12／生5　　　　　　　　　　　40 劔�ｨ/�,(*ﾘ,�,H*�+�.h*H������������������f�6ﾙ��H�,ﾉ�8檍醜���靈H��[iu倩��

12／ノ22　　　　　　　　　　　　50 劍.ﾘ.xﾝx�h���俘(ﾈ�,ﾈ�ﾈ.�/�,(*ﾘ��+�*H�ｨ�����������������������Ynﾈ���ﾘｷh���

lI／ノ25　　　幼児以上 劔�ﾈﾋ��H�ﾈ7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��

2／ノ18　　　幼児以上 劔�ﾈﾋ��H�ﾈ7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��

2／（／22 劍4�485�,Y%Hﾉ��8�飃饂渥��

3（／22　　　幼児以士 劔�ﾈﾋ��H�ﾈ7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��

特　　別　　行　　事 鉄���#h������������������������������U9D靠h���YH饂渥�/���h+X.h*H������������������ｺHﾜ8�itﾉD靠h��駟k���10／’120 ��X���100 �*ｸ,ﾈ+��8��ｯ)Xﾉ�ﾈﾋ�5ｸ7�6��ｸ8ｸ������������������������ｺHﾜ8�dﾆ��9?ｩ[�iYB�

1／／7　　　　　　　　　　　200　七草がVDを食べよう 

3　マイミュージアムギャラリー展示（マイミュージアムギャラリーの展示については出展者の責任でなされています。）

展示期間 偬���������5x�������"�出　　展　　内　　容 

4／6－5／12 做ﾘ菇�hｮﾉ�2�男の枠・女の贅（紋付と丸帯） 

5／18－6／′23 俘(ｻI{)u��Y�靈I[iu��Y$ｩzH､2�三人展（花器・あかり・柱時計） 

6／30－8／4 俤ynﾉ�8耳�XｵH�)�9H��Y}�[i�(�X��､曝ｶ�ﾔ��関市の自慢（陣笠・掛軸・陳穴写真・書） 

8／11－9／23 儖ﾉEｨ+ﾘ*ｨ,ｸ檍��6饐8ﾉ(爾�日本の鍔康 

10／1－11／4 傅ﾈｭh��耳�X抦ｭi&ﾙk��火縄銃展 

11／12－12／23 亳y�ｨ���8ｶ��左久作と大工道具展 

1／5－2／19 冢駭ﾈ蟹Th�Xﾍﾈ�y(諟ﾋ8�Y��699��紙の美術品（切手・引札） 

2／／18－3／／23 �:�69(x�Y�伜(ﾕ�|x�Xｾ��因H蓼�Xｶy68ｶ�&ｨ�Y�曳ｹl��b�掛軸展 

8　－



III　平成7年度のあゆみ

職名（巾三iO 倩�������kﾂ�職名（担当） 冕������洩ﾈ���������Ykﾈ��%99h�ｨ��������������kﾂ�

館　　　　　　　長 ��H���X��{���Oﾂ�〔学芸部〕 乂x��ﾇﾈ��皦��馼��ｮ(��68���8��u��

次長兼総務課長 �'ﾉ(hﾆ洩��ｮ)69�xﾆ(���学　芸　部　長 冲ﾈ��皐���i�驟��字　芸　嘱　託　員 僭���j���葈��Oﾂ�

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長 儻���68��ﾔｸ��J｢�課長補佐兼教育普鮎紋日安　醸・点　郎 

総　擬　係　長 凵i兼）課長補佐（民俗） ��ﾘ��曰��ﾔh��譏�佶8�ｨｧx��ﾇﾈ��皦��馼��蓼��Oh��ｫ����R�

主　　　　　　　　任 傅ﾈ��鮑��ﾔ��姻B�辛芸　主　事（考古） ��X��,ｸ��������辛　芸　嘱　託　員 俑���Oh������Wb�

主事 II II 業二務嘱託員 lI II（～6月） II II II II（7月－） ��x��68��th���B�II　（歴史） �6���,x��支��nr�II 傅ﾈ��ﾋH��ﾘ�����

大　滝　陽　子 偃X��馼�儖ﾈ��ﾔ杏ﾈ�｢�岩　佐　伸　一一一 �� 

酒　井　美　奈 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ8齷�(ﾅy+r�高　橋　　　休 

古野村　美保子 �ｸ��+x��^(ﾛ(��&隗x�｢�鹿　野　勘　次 

亀　山　綾　子 粕�����:饂��｢�杉　山　隆　則 ��

加　藤　京　子 粕�����&韜ｨ�｢�Iii合　康　司 �� 

田　代　千津子 乂xﾇﾈ皦馼�兌���｢�井　上　好　事 � 

竹　困　寿　子 傴hﾇﾈ�ｩ�X醜�俑�(��｢�脱　出　健　一－ ��

池　村　る　み 冉I^8ﾛ(ﾉ87ﾘ487�6ｨ�ｸ5x4�u�+r�小　串　　　泉 ��

市　原　麻利子 �ｸ��+x��^(��ﾛ"�平　井　正　春 

育児代替嘱託員（～11用 �+y$ｩ�ﾈ��wｨ�����（併）課　長　補　佐 �68��(h��ｶ���Wb�

2　異動

転出　次長兼総榛課長

課長補佐兼人文係長

課長補佐兼自然係長

総　　務　　係　　長

課　　長　　補　　佐

伍

長

員

員

Il　　（6月30日）

育児代替嘱託員（11月30日）

3　歴代館長名簿

在職期間（年度） 倩���������kﾂ�

l 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 

2 傴ｩ��S)D闔ｨ諸��SID��松　尾　克　美 

3 傴ｩ��SYD闔ｨ諸��SiD��大　橋　桃之輔 

4 傴ｩ��SyD闔ｨ諸��S吋��吉　本　幹　彦 

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 

転入　館　　　　　　　長

次長兼総務課長

課長補佐兼人文係長

課長補佐兼自然係長

課長補佐兼マイ・ミューノアム係長

総　　務　　係　　長

課　　長　　補　　佐

（兼）　　II

（併）　　I′

字　芸　　主　事

II

主　　　　　　　　任

新任　主　　　　　　　事

字　芸　嘱　託　員

業　務　嘱　託　員

II　　（7月1日）

育児代替嘱託員（4月22日）

在職期間（年度） ��ﾈ���������B�

6 傴ｩ��c�D闔ｨ諸��c�D��贋　出　版　人 

7 傴ｩ��c)D闔ｨ諸��c9D��森　崎　利　光 

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　膜∴秀　幸 

9 兌ﾙ�ﾃ9D闔ｩ[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 

10 兌ﾙ�ﾃYD���[ﾙ�ﾃiD��償　山　勢津男 
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〔日誌抄〕

幸成7年度
4．1「岐阜県博物館報」第18号発行

1　人事異動に伴う暗合交付

8　自然観察会「チョウを観察しよう」

24　特別度「岐阜の淡水魚」開場式

（－6月11日）

29　自然観察会「観察のこみちの樹木を

調べよう」

29　岐阜県博物館友の会総会

30　だのしい博物館「よちい・かふとを

屈てみよう」

5言う　特別行事「ふるさと太鼓フェスダ95」

5　特別展講演会「滅びの）く日本の淡水

魚」
12　岐阜県博物館協会通常総会

13∴だのしい博物館「やさもの（日用品

をつくちう）」

21特別展講演会i長良川に生思する魚」

22　県議会文教警察委員視察

（主　4　博物館講座「岐阜の淡水魚」

10　たのしい博物館「たのしい切情絵」

20　岐阜県恐竜化石享術調査田結団式

20－21東海地区博物館連絡励議会は今

搬浜吊）
24　だのしい博物館「たのしい紙細1－」

7．2　博物館講座「II本仏教の一方訪LI」

8∴たのしい博物館「クイズて探検／博

物館」
11資料紹介展「i南米ポリピアの三葉虫」

〈－8月4日）

17　マイ・ミューンアム落成式

18　マイミューンアムキャラリー「お数

珠と古陶」開場（一8月20Li）

25　岐一回基肥車生徒杵習乍品展移動展

（－8月6日）

30　自然観察会＝君もとれる／ポリピア

の化石」

8．1　自然観察会「夏の柄物ウオ／チンクI」

81′懐観察会〈夏の柄物ワオ／チンクII

l（）資料紹介展「山姑lとユタ州の恐竜＿」

（一9月3日）

10－12　ンユニア恐竜探検隊「探検／恐

竜回廊’95」（福井県との交流）

20　だのしい博物館「竹細工（竹ておも

ちゃを作ろう）」

21恐竜セミナールGIFU’95「恐竜教卒」

22－23　恐竜セミナールGIFU’95「恐葺探

偵団」（於∴神岡町、上雷村）
26　マイミューンアムギャラリー「日本

と世界の刃物　錬鉄の魅カー」開場

（一l（用1日）

27　恐竜セミナールGIFU’95「恐竜教霊」

27　時物館講座「岐阜の恐竜」

30　ハイパーハイビジョン風上記「ひだ・

みの紀行」ソフト制作研究委員会

牛．0∴九のしい博物館「ハイビジョンで渠

しもう」

10　博物館講座「日本仏教の流れII」

15　陶芸教宕「茶碗」

23　博物館講座「小畑ii＿の火山」

24－1　博物館員ユタ州訪問（恐竜化石

の借用、交流の推進）

10．2　特別展「美濃・飛騨の古代史発掘一

律令国家の時代－」開場式（一11月

19日）

4－5　東海三悪博物館協会交l郁師修会

（於　三重県明和剛）

8∴たのしい博物館「徳山の〈らしを体

験しよう」

12　人定三百年記念「円空展－その人と

技」開場式（一11月5日）

14　たのしい博物館「ハイピンヨンて梨

しもう」

15　特別展シンポジウム「古代の実演・

飛騨を考える」
22　特別行事「きのこ王国岐阜体験ゼミ

ナール」

22　博物館講座「きのこ講話」

25－26　全国博物館大会（於：弘前市）

28∴たのしい博物館「llj空彫用こ挑戦し

よう」

30　マイミューーシアムギャラリー全曲運

営委員会
11．3　文化講演会「教科書にない自然」

4　円空シンポンウム「世射こおける出撃

5　特別講演会「日代寺院と九」

7　ハイパーハイビンヨン風土記「ひた・

みの紀行」がマルチメティアクラン

ブリ’95／＼イピジョン部門ハフリ　ノク

作品賞を受賞′，
11たのしい博物館「ハイピジョンて楽

しもう」

11．19「軒勿館、，制空「律令制トの美濃国・飛

騨国」
21マイミュージアムキャラリー）断†

の古美術とカ／クーラ」開場　仁一12

月17日）

22　ハイビンゴンアウォーート’95選定委員

長′員を受tiL

25　たのしい博物館「版画て年賞状をつ

くうう」

26　博物館講壇「日本仏教の流れIH」

12．9　だのしい博物館「ノ、イピジョンて架

しもう」

17　たのしい璃物館「凧をつくってあげ

よう」

23　だのしい博物館　‾ゎら細1日l「月の

飾りをつくちう）」

1．5　マイミュージアムギャラリー－「レン

ズ付きフィルム・練の宝石＿圃場（－

1月28Ll）

6∴自然観察会「冬の柄物ワオノチンク」

7　特別行事上七草かゆを食へよう」

13　自然観察会「白年公園のハートウオノ

チンク」

26－27　福井県・岐阜県恐竜化有調査交

流会（於：福井吊）
27　だのしい博物館「ハイピンコンて果

しもう」

28∴博物館，，即座「日本lム教の流れⅣ」

2．3　マイミニーーンアムギャラリー（村瀬

秋水，’棚亦展」閥場（～2月2引I）

6∴特別陳列「ふるさとの文化財紹介展一

岐阜地しな」（－3月24日）

10　だのしい博物館中宮物館の資料をか

こつ」

11博物館講座「岐1，ii地区の文化財紹介」

18i博物館講座「岐阜の帰化植物．

24　だのしい博物館「ハイピジョンて架

しもう」

3．2　マイミュ∵－ンアムギャラリー「私像

・仏画の世界一　開場（－3月24日）

（）∴だのしい博物館「ハイヒンヨンて葉

しもう」

17　博物館講座′岐阜地LXの文化財紹介」

23　自然観察会「キノコ虫を観葉Lよう」

26∴県知事より「親類誇宵iを受賞

〔博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述へる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条の規定に基ついて設置され、委員は次のとおりである。

氏∴∴∴名

小　潮　洋　喜

片　桐　武　司

熊　田　光　久

倉　角　秀　悟

○飯　倉　文　吉

篠　田　　　薫

嶋　崎　膿　雄

◎土　屋　　　斉

清　勝　昭　大

山　口　正　和

若　山　恭　道

和　田　吉∴弘

職　　　名　　　等

大串女子知期大学　学長

岐阜県私立中学高等学校協会　会長
岐阜県博物館友の会　会長

岐阜県中学校長会　会長
千代菊㈱　取締役会長

平校法人篠田学園
かくや第三幼稚園　副園長

岐阜県公民館連合会　会長
㈱大垣共立銀行　取締役名誉会長

名古屋テレビ放送岐阜支局
岐阜県小学校長会　会長
岐阜県高等学校長協会　副会長

中部女子短期大学　教授

◎会長　○会長代理　　　　（平成8年3月31日現在∴五十音別）

－10－

〈開催状況〉

月　日　平成7年10月12日

場　所　岐阜県博物館　講堂

議　事　・入館者増加対策と博物館リニューアルに

ついて

・その他



〔実施事業の概要〕

開館20周年に1時ナて、県尺の長年の夢である開放・参

加・創造型博物館として、平成7年7月17日にマイ・ミュー

ジアムを開館した。落成式典には、梶原知事をはじめ、

ボI）ピア大使夫妻、全国のメディア関係者等150名が参加

し、盛大なオープンとなった。公立の博物館として類を

見ない「マイミュージアムギャラリー」では、県民自ら

の手で企画・運営される鹿示会が実現され、世界初のハ

イバーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」はハイビ

ジョンポールの大画面で、またマルチメディアスタジオ

での個人検索と、県民が楽しみながら自発的意思で学習

できるマルチメディアソフトを完成させ、新しい博物館

の在り方を内外に喧伝し、マイ・ミュージアムの無料開

放や「博物館運営5則」を定めて県民に親切でやさしい

施設とするよう努めた。

このマイ・ミュージアムは通産省の支接を受けた全国

六か所の「マルチメディア情報センター」の一つであり

高度情報社会における「であい楽しい情報ステーション」

として、また県下に先駆け10月1日には「マルチメティ

ア工房」をオープンし、県民参加によるソフト制作を支

援するなど「ハイビジョン上回ぎふ」つくりに寄与した。

また、博物館支援の組織作りを進め、資料や専門的知

識提供者14名を「博物館同人」として、さらに事業協力

者33名を「博物館サポーター」として登録し、事業の推

進に当たっていただいたのも特筆に値する。

アメI）カのユタ州ブリガムヤンク大学から借用した恐

竜化石の「花フェスダ95」への展示、「南米ボリビアの三

葉虫」展へのボリビア大便夫妻の招待、「恐竜ゼミナール

GIFU’95」の講師としてブリガムヤング大字附属地球科学

博物館のケネス・リー・スタットマン氏の招請、平成8

年度に開催する記念展「恐竜のふるさとユタ」の打合せ

のため館員のユタ州への派遣、第1回県民文化衆への参

加として国際的に著名な円空研究家による「円空シンポ

ジウム　世界における円空」の開催等、国際的にさら

にもう一抹踏み出した年でもあった。

1　調査研究活動

人文関係では、「岐阜県の文化一美濃・飛騨の比較研究一一一」

というテーマで、それぞれ特色ある美濃と飛騨の両地方

の文化を総合的に調査し記録した。自然関係では、「1坤欠

の自然」というテーマで、伊吹山一一帯の自然を総合的に

調査研究を行った。

2　展示活動

下の表に示すように、特別般2回、資料紹介展2回、

特別陳列1回、マイミュージアムギャラリー展6回を行っ

たほか、名古屋市と岐阜県の共催で行われた「人定300年

記念『円空展』」を開催し、その中で「後藤英夫写真展一一

円空さんとわたし一一」を本館及び未来会館で同時開催し

た。

3　資料収集活動

人文関係では、美濃・飛騨両地域の古代史関連の資料

の収集を行い、自然関係では伊吹山一帯の植物の資料の

収集に努めた。

4　教育普及活動

「たのしい博物館」（19回）等年間54回（59日）という

例年をはるかに上回る講座、観察会等を開催した。「ハイ

ビジョンで楽しもう」など新しい番組も増え、それぞれ

好評を博した。中でも、全国発進した「恐竜ゼミナール

GIFU’95」では、「ジュニア恐竜探検隊」と合わせて全国

から1000名を超す応募者があり、大きな反響と成果を挙

げた。2年目となる特別行事「きのこ土田岐用体験ゼミ

ナール」も大好評であった。

なお、本年度入館者は73，812名であった。

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　示　　　内　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　　　設　　　展 僖�������ｭB�人文妓示室IIの門空のコーナーを中心に新資料を追加し随時、仏教・月剣・陶 ��
器等のコーナーの展示替えをした。 

特別展 滴����#X�ﾃh���������岐阜県に生息する淡水魚についての調査研究の成果を紹介（‥珍しい淡水魚を生 ��h�3Cc��
「岐阜の淡水魚」 剔ﾔ展示をはじめ、液浸標本や剥製などを通して岐阜県の淡水魚の生態を明らかに した。 

「美濃・飛騨の古代史発掘」 �������8�ﾃ���ﾈ��������#��3�c��律令時代の岐阜県の様子を寺院の瓦など1，200点以上の資料で調査研究の成果を 
一律令国家の時代一一一 剩ｭ表した。美濃・飛騨の両地域の特色を新しい発掘の成果を踏まえ明らかにした。 

入定三百年記念展 「宛展 ����ﾆﾃ��8�ﾃ�������絣�円空士人の没後300年を記念して、名古屋高との共催で開催。、200点近い資料に 一71ケロ　少なILi ��8�3田B�

日工」 「後藤英夫写真展一門空き ���������8�ﾃ�������絣�よっ、日工の人－よ）を男らかにしよ）とする新しい試みもした。 円空写真の第一人者後藤英夫氏の円空の世界を写真と文で紹介した。11月3日 

んとわたし」 ������ﾈ��8�ﾃ���8���綛�｢�からは未来会館でも鹿示した。 

資料紹介展 「南米ボリビアの三葉虫」 度�������ﾃ������紕�大野透太郎氏寄贈による200点に及ぶ南米ボリビアの三葉虫化石を中・高二館蔵資 料等も含めて、調香研究の成果ならびに国の様子を紹介した。 「花フェスダ95」にユタ州から借用した恐竜化石や、岐阜県で収集された恐竜 滴�33#��

81／10－9／／′3 �8，139 

「岐阜とユタ州の恐竜」 化石などによって、岐阜県恐竜化石学術調査団等の調査研究の成果を肢示した。 

特別陳列 「ふるさとの文化財紹介展」 ＋岐阜地区～ �#���塗�ﾃ4綿���ﾃ#B�県内の文化財をシリーズで紹介する企画度の2年目であり、川畑告也区17i冊子村 塗ﾔ�#"�

の特色ある文化財を調査研究し、その成果を60点の資料で紹介した。 

マイミュージアムギャラリー 展示 度ﾈ闌為颯隴B�「お数珠と古陶」（71′／18－81／（′20）「日本と世界の刃物」（8，′／（26－101／／1）「聞手の古美 ��
術とガンダーラ」（11，，／′21－12／／17）「レンズ付きフイルム・紙の点在」（1′（15－11／／28） 
「村瀬秋水塾跡展」（21′13－2／／（125）「仏像・仏画の世界」（3ノ12－3′／／24） 
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〔マイミュージアムのオープンの記録〕

「マイ・ミュージアム」は、県民の皆様が∴‘集い、ふ

れあい、字び、創る－’拠点としての博物館の役割を高め

るとともに、「であい薬しい情報ステーション」をキー

ワードに、県民がだれでも参加できる新しいタイプの博

物館として、また「マルチメティア情報センター」とし

ても整備され、一幸成7年7月17即こ落成式典・記念祝賀

会及びピソク対談を開催し、来賓や関係者の祝福を受け

ました。

【写真説明】ェントランス前にて、来賓と闇市虹ヶ丘

幼稚園児の皆さんが開館を祝して、テープカットをされ

ました。

9：45－10：40

・オープニングアトラクション（虹ヶ丘幼栴園児

の和太鼓）及びテープカット

・開式の辞　大畠義章岐阜県教育委員会教育長

・知事式辞

∴∴ ； 凵�� 凵���F ��ﾒ���：マイ ∴．千十 だ 冖i�MXﾜr�語驚 

∴ ��

浬晒 ��剪���

∴：∴ ∴ ��

【写真説明】椛原岐阜県知事は、主催者を代表して「博

物館を更に開放・参加・創造型の文化、情報の発信、交

流の拠点とします」と宣言し、これまでの関係者多数の

協力に感謝を達へられました。

10：40－11：20

・ハイパーハイビジョン風土記紹介

・来賓祝辞（ボリビア大便、中部通商産業局長、

県議会議長）
・マルチメディア情報センターの紹介

（ギャラリー第1回出展者　岩出伸雄・小沢善
一両氏の中継映像、「岐阜の名水」上映等）

・博物館同人第1号授与　ナ航香」上氏

・閉式の辞　清水虞美博物館長

・ボリビア大便に名誉賓客章投与

∴鱗／鰹／ �����������
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調 

【写真説明】写真中央は騎日ボリビア共和国　特命全

権大便ポルへ・パルカーサル氏。同時に開催されていた
「南米ボリビア三葉虫」展に尽力され、ボリビア共和国

と岐阜県との国際親善の功績により、岐阜県知事からr‾岐

阜県名誉賓客章」の授与があった。式典のあと、マイミ

ュージアムギャラリー「お数珠と古陶」展なども見写さ

れました。

13．00－14．00

・知事とビック対談（ハイピジョンポール）

対談者は漫画家　モンキーハンチ氏

∴．∴∴　　　　　　　　∴一∴∴「 　　　ビック馴葉“マン淑化とハイビジョン詳 
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【写真説明】モンキーパンチ氏は、「マンガも印刷媒体

たけでなくCD－ROMとかコンピュータ化の表現方法へ広

がっていく」と、マルチメディア時代への期待感を語ら

れました。
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〔展示の入れ替え〕

人文展示室II

本年度は、秋季特別展を当展示室で開催したのを機に、

金主コーナーを新設するなど随時、展示密を行った。

（1）仏教美術コーナー

このコーナーは、県内の寺院に収蔵される、酪史的・

美術的に伯仲の高い仏像・仏画および仏教にかかわる作

晶（行道面など）を展示した。

地蔵菩薩画像　　絹本若色　　室町時代

孔雀明上画像　　縮本署色　　鎌倉時代

愛染明王画像　　綱本署色　　室町時代

行道心（菩薩）　桐村若色　　鎌倉時代　　ほか

地蔵菩薩画像　岐阜県博物館蔵

（2）陶芸コーナー

このコーナーは、多治見工業高等学校所蔵の織部を中

心に、岐阜県を代表する焼き物である織部焼や金華山焼、

また近隣の大山燐などを展示した。

織部筒形向付　　五客一揃　　　岐阜県博物館蔵

織部梅丈向付　　一枚　　多治見工業高等学校蔵

金華山焼　青楽茶碗　　一点

犬山焼　色絵三菓葵紋台鉢　　一点　　ほか

ふふふ＼くくi／ふ＼＼＼演＼＼＼／／＼＼＼→＼＼＼＼漣遙慈＼ミ／＼濃淡ミ）誠意＼＼聴＼騒き＼／／震．憩言＼／／／＼㌶言＼ふく＼／／／＼／＼＼＼〈＼ 
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織部四方鉢　岐阜県博物館蔵
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（3）書画コーナー

地元にゆかりの深い人物の作品をはじめ、日本美術史

上に名をのこす画家たちの作品を、江戸時代のものを中

心に展示した。

狩野足場　　巣鷹図　　　紙本署色　　入間一隻

頼山陽　　　漢詩屏風　　経本墨書　　六書1山一隻

江馬細香　　雪中生筍図　経本墨画　　一iiJhi

浮田一恵　　鴛韓図　　　紹本署色　　一幅

（4）刀剣コーナー

このコーナーでは、美濃の月剣を中心に、備前刀など

他国で作ナノされた名刀や、珍しい刀剣を展示した。

年間を通じて、太力・打力・知力・槍など各種の力剣

を展示したり、「拓コーナー」を設け、大力Ill、打力拓、

薙刀推、槍指などを展示し、小中半生から一般の方まで

広く刀剣に親しめるようにした。また、i即時に刀鍛冶の

製作過程など実物資料を適して羊べるようにした。

（5）金工コーナー

当館には、鍔や小柄をはじめとする力装具が多く寄託

されている。また古鏡の寄託品も多くあり、これらを展

′」、するべ〈あらだに本コーナーを常設展示に加えた。

雲龍象最高）鵬鍔　　　　銘　重次

アワビ高彫鍔　　　　　銘　清近

夕立図南内金家族鍔　　銘　正楽

柿馬肉色絵象最鍔　　　無銘

水車文夫透鍔　　　　　無銘　　　ほか

（6）円空コーナー

岐阜県が誇る独創的な芸術家・円空の業緒を展′Jくした。

入定三百年記念「円空展」に際し、膝川端司氏より寄贈

された、「嵩上山図」「三神号軸」などの新資料を加えて

充実を図った。

木造仏弟子立像（複製）　　原資料　高貴神社蔵

両面宿傭像（複製）　　　　原資料　　千光寺蔵

近世的人伝　　　　　　　　　　岐阜県博物館蔵

富士山図　　　線川端同氏寄贈I岐阜県博物館蔵

神号軸　　　　藤川掃討氏寄贈　岐阜県博物館蔵

常）／窓‾ 当　肇 ／く ／＼鰻願 緩く（ 

潔、・圃開聞撥i 

近世崎人伝　岐阜県博物館蔵



【特別展】

1「岐阜の淡水魚」

4月25日休〉～6月11日用）

ふるさと岐阜県は、海こそ而していないが、木曽・長

良・描菱の木曽三川をはじめ、宮lI上　庄川、土岐川など

太平洋・日本海に流れる大河川を有し、淡水魚の雷庫で

ある。国指定の天然記念物のネコキキは、東海地方の伊

勢湾を取り巻く河川しか生息していない。同じく天然記

念物のイタセンパラも、渡尾平野の一部と淀川流域・富

山平野のこく限られた地域にしか姿を見ることがない種

で、絶滅が危惧されている。また、湧水にすむトゲウオ

科のハリヨも生息地域は限られていて、三重県ではすで

に絶滅したといわれ、自然状態では岐阜県が分布の南限

をなすものである。

セキツイ動物の中でも最も古い歴史をもつ魚類は、自

然史を語る上で重要な位置をしめている。身近に魚に接

しているにもかかわらず、意外と知られてないことが多

いものである。

本特別展では、県向に生息する淡水魚を広く紹介し、

魚への関心を高める契機となり、自然を見なおす一助と

なることを目指した。

く展示内容〉

展示内容を6つのコーナーに分け魚類標本121点、化石

標本8点、植物・昆虫標本16点、ジオラマ2点、写真解

説パネル327点、飼育水槽28個を展示した。

〈1）化石（こ見る魚類

県困産出の魚の化石の中で、カニオヤニラミ、コイ科

魚類化石、破麟魚の鱗等を紹介した。また、生きた化石

としてシーラカンスのレプリカを展示した。

（2）岐阜県の川や池に生息する魚

上流・中流・下流域に生息する淡水魚の種類とその知

られざる生態を別製標本・液浸標本・写真パネル等で紹

介した。

主な展示資料は、イワナ、ヤマメ、アマゴ（サツキマ

ス）、アカサ、カジカ、アジメドジョウ、ヨシノポリ、タ

カハヤ、カワムツ、キンブナ、ゲンゴロウブナ、タモロ

」∴！＿∴∴∴ 劔儿)�������r���
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コ、イトモロコ、デメモロコ、カワムツ、オイカワ、モ

ツゴ、イチモンジタナゴ、アブラボテ、ウナギ、ナマズ、

ドンコ等の剥製・液浸標本である。

（3）滅びゆく淡水魚

国指定天然記念物と国内河川から絶滅が危供される環

境庁指定絶滅危原種及び危急種、希少種、地域同体群（レッ

ドデータブック記載種）を紹介した。

主な展示資料は、イタセンパラ、ミヤコタナゴ、ネコ

ギギ、アユモドキ、ニッポンバラタナゴ、ウシモツゴ、

イトウ、ハリヨ、ゼニタナゴ、オヤニラミ、アユカケ等

の剥製・液浸標本である。

（4）外来魚　～日本に帰化した淡水魚一

県内河）問こ生息分布を掠大した癌化魚を中心に紹介し

た。

主な展示資料は、タイリクバラタナゴ、オオクチバス、

ブルーギル、カムルチ一、ナイルティラピア、アオワオ、

ソウキョ等の剥製・液浸標本である。

（5）県魚アユ

県魚「アユ」のタマゴから成魚までの一生や近似稲リュ

ウキュウアユの生態を剥製・液浸標本や写真パネル等で

紹介した。

（6）飼育展示

60〔m、90cm水槽にて43種を紹介した。この中でイタセ

ンパラ等刷指走天然記念物の4種とウシモツゴ、ハリヨ

等県内に生忠するレッドテ一夕ブック記載全種と日本産

タナゴユ5種全種を展示した。魚極によっては、水温の変

化を考慮し、冷却装置を取り付けた。

く関連事業〉

○特別展講演会

5月5日　「滅びゆく日本の淡水魚」

琵琶湖文化館学芸員　前畑　政善氏

5月21日　「長良川こ生息する魚」

名古屋女子大学教授　駒出　格知氏

○博物館講座

6月4日　「岐阜の淡水魚」　　　　　　当館学芸員

○図録出版　「岐阜の淡水魚」（B5版65ページ）



2　特別展「美濃・飛醇の古代史発掘
一律令国家の時代～」

10月3日（火）〈11月19日（同

奈良時代を中心にその前後の時代は、律令国家の時代

と言われている。この時代、畿内と東国を結ぶ要衝の地

にあたる美濃国には「不破閲」が設置され、歴史の舞台

の中で常に大きな役割を果たしてきた。一方、飛騨国で

は、「飛騨の匠」として結実する独自性豊かな山と木の文

化を育んでいた。

本特別展は、“開国・美濃”と“圧丁の国・飛騨”とい

うそれぞれに特徴のある両国の古代の姿を、さまざまな

角度からとらえ、展示することによって、郷土の歴史と

文化に対する興味・関心を喚起する契機となることを願っ

て企図したものである。

さらには、県下の各地で最近繭んに行われている遺跡

の発掘調査や研究などの現状を、広く一般に紹介する機

会としての意味も併せて、本展を実施した。

〈展示構成の概要〉

政治・産業・文化など、古代の郷上の姿を系統的かつ

生霊的勺にとらえることができるよう、大きく　5つのコー

ナーにわけて展示を樺成した。展示資料は、寺院跡など

からtli上した瓦類、須恵器などの陶器類を中心に1200点

を越すものとなった。

蓑議案／／／詰、 
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I　古代の道と不破関

不破関跡（関ヶ原町）を通して関田・美濃を紹介する
一方、東山道や飛騨支路などの古道の問題にも触れた。

II　律令国家の地方支配

木簡等の資料により国都里の地）．帯ij度や、飛騨匠丁の

問題を解説した。このコーナーでは、美濃国府跡（垂井

町）や郡術跡といわれる弥勒吉東遺跡（闇市）などの遺

跡も紹介した。

III　並び立つ古代寺院

知られている県内の古代寺院の多くを紹介した。その

際、5つの地域と国分寺の小コーナーに分けて展示した。

美濃・飛騨の両国分寺のほか、長良廃寺（岐阜市）、願奥

手（御嵩町）、正家廃寺（恵那市）、杉崎廃寺（古川町）

など注目を浴びている古代寺院の瓦類（特に軒瓦）を中

心に展示した。また、国重文の山田寺（各務原市）出土

の佐波理銅鏡も展示した。
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Ⅳ　古代人のくらし

「大宅二年（702）御野田加七郡半布里戸籍」の故地と

される富加町の遺跡からの出土晶や、各地の遺跡から見

つかった木簡や墨書土器などによって古代の人々の生活

の様子を紹介した。

Ⅴ　物の生産と流通

各務原一帯（美濃須恵古窯跡群）の須恵器や来演の施

柵陶器など、美濃国における盛んな窯業生産の姿を紹介。

また、その製品が全国各地に広く流通していることを、

老洞古窯（岐阜市）産の「美濃（囲）」刻印須恵器（匡l重

文）なとによって示した。

く関連事業〉

○特別展シンポジウム

10月15日「古代の美濃・飛騨を考える」

三重大学教授　　　　　入費　晋氏

岐阜大学助教授　　　　早川万年氏

名古屋市博物館　　　　梶山　勝氏

岐阜市歴史博物館　　　放下　浩氏

L口iI町教育委員会　　　白IIi修平氏

○特別展講演会

11月15日「古代寺院と瓦」

帝塚山大学教授　　　　森　郁夫氏

＊以上の2事業は、より視覚的に問題をとらえることができるよう、

新設のハイビジョンポールにて、書画投彰装筒なとを利用して実

施した。

○博物館講座

11月19日「律令制下の美濃国・飛騨国」当館学芸員

○図録「美濃・飛騨の古代史発掘」（B5判64ページ）



〔入定三百年記念　円空展〕

～その技と人～

10月13日（弱～11月5日用

この展覧会は、江戸時代の造仏僧・円空が闇市池尻の

強靭寺において入定して三五年になるのを記念して、名

古屋肩と協力して企画・準備し、双方で開催した。

江戸時代前期の寛永9年（1632）美濃田に生まれた円

空は、若年より寺に入り、僧として修行を積んだとぎれ

る。

現存する作品の最も早いものは、寛文3年（1663）円

空三十二歳の手になる「天照皇太神像」（美並村・神明神

社蔵）だが、まだこの頃の作品にはこまやかさが感じら

れ、荒削りの円空仏はイメージしがたい。

後年、北は北海道から西は奈良まで日本の東半分をrII

らの足で疾さ、各地に円空仏を残しだ。そのため現在で

も東日本には多くの円空仏か現存し、なかでも埼玉県に

は古体以上、北海道にも約回卜点が確認されている。

円空は、その生涯の大半を旅に過ごしたが、晩年は開

高の弥助手を由興し、元禄8年（1695）に入定した。

なお、会場は第一一会場をマイミュージアムギャラリー

とし、ここでは導入部として愛知県江南市青葉、‡及び安

城市長福寺に分蔵される「阿弥陀如来像」「十二神将像」

などを展示し、それ以外は主に円空自筆・関連の文書類

を展示しな，また、第二会場の本館特別展示室において

は、出品された円空仏のうち「明士」「大部」「中速」に

分類されるI紹像を展示した。
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マイミュージアムギャラリー会場展示

〈本展覧会の特色〉

（1）出品作品の豊富なバラエティー

従来より注目を集めていた円空仏ばかりでなく、自筆

の文書や伝記類も展示した。
「円空自筆文書類」　　　紙本墨書　　星宮神社蔵

「六字名号」　　　　　　紙本墨書　　　　個人蔵

『近世崎人伝』伴高踏著　　　　　岐阜県博物館蔵

ほか
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『近世鴫人伝』

（2）展覧会史上初公開の作品も展示

今まで注目されてこなかった文書類にも焦点をあてた

結果、展覧会史上初公開の作品が、多数出品された。
「富士山凶」　藤川靖司氏寄贈　岐阜県博物館蔵

「三相号軸」　疎）申子同氏寄贈　岐阜県博物館蔵

「観音菩薩像」　　　　　　　金山町祖師野区蔵

はか

（3）初期の作品から晩年の作品までを時代的に網羅

約40年問にわたって造像し続けた用空の作l凪一変遷が明

瞭にうかがえるように作品の選定を行った。

（4）地域的な広がり

全国各地を行脚した円空だが、とくにふるさとの美濃・

飛騨には多くの仏像を残した。

本展では、岐阜県あげての円空記念展の名にふさわし

く、県内各地域はもとより、愛知、三重、さらには千葉

県からも出品の協力を得た。

（5）尊像名による展示

従来の円空展では、所蔵者ごとに配列するのか一般的

であったが、本展では同一名の尊像を一か所にあつめ、

同じ名称をもつ仏像でも時期や奉納先によってさまざま

な表情があることをより比較しやすいように睦示した。

く「円空展」関連事業〉

①円空シンポジウム「世界における円空」

11月4日…未来会館「長良川ポール」

②後藤英夫写真展「円空さんとわたし」

10月13日－11月5園子‥岐阜県博物館

11月3日一11月5日…未来会館

③たのしい博物館「円空彫用こ挑戦しよう」

10月28臣・・岐阜県博物館

④英字版郷土のひとシリーズ・その1
「円空さんとわたし」－後藤英夫写真集－の刷版



〔資料紹介展〕

1　南米ボリビアの三葉虫

7月11日伏）～8月4日（舗

地球が誕生して46億年、35億年前に誕生した生物は、

6億年前になると爆発的に繁栄した。これが古生代の始

まりで、生命に満ちあふれた黒かな時代のはじまりにな

る。古生代は、現在生きている生物につながるものから

絶滅して現在では見ることができない生物まで、多くの

種類の生物が繁栄した。まさに、生命のロマンに満ちあ

ふれた時代である。

三葉虫は、古生代（5．7－2．4億年前）を代表する生物

で、カンプI）ア紀（5．4億年前頭）に大半の樺が出現して

オルドビス紀（4．4億年前項）にかけて大繁栄した。シル

ル紀（4．1億年前頭）以i陶こなると滅亡に向かい、二畳紀

（2．4億年前）未には滅亡した動物である。古′上代は、三

葉虫時代とも言われる。

この資料紹介展では、寄贈を受けた南米ボリビアの三

葉虫を中心に、古生代に生きた多様な生物の世界を、同

じ時代生きた岐阜県雇のいちいろな化石をまじえて紹介

した。化石をとおして、多様な生物に満ちあふれた太古

の世界に日を向け、年令のロマンに触れることをめざし

た。

く博物館に寄贈された南米ボリビアの三葉虫について〉

寄贈を受けたボリビアの三葉虫ほか多数の古生代の化

石は、和歌山県田辺古在住の大野透太郎氏が、ボリビア

日本国大使館勤務の35年間に収集されたものである。三

葉虫を中心に、腕足類・巻貝類・サンゴ類・小錦類など

全部で250点の寄贈を受けた。寄贈された資料は、古年代

のようすと生物の進化を知る士で員重なものである。

三葉虫　展示のようす

く展示構成〉

寄贈された化石を中心に岐阜県産の化石を加えて、化

石標本325点、ボリビアの民芸品資料38点、パネル72点、

写真59点およびボリビア国旗、の合計495点を、次の5つ

のコーナーに展示した。
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（1）いろいろな化石

化石とは何かを実物を示して解説した。化石は、古生

物のからだが残ったものだけでなく、生活の痕跡を示す

化石、古生物の形態だけが残った化石、鉱物などに置き

換わった化石、ほかいろいろある。これらの化石を実例

で紹介した。

（2）ボリビアの三葉虫と、共に生きた動物たち

オルドビス紀とデボン紀の三葉虫類化石を22種類、146

点を紹介した。また、太古の海で三葉虫頼と共に生活し

た腕足類・吐角石・巻貝類・二枚員類・サンゴ類・小錦

類・ウミユリ類・フズリナ類などもあわせて紹介し、古

生代の生命の常かさを示した。

（3）福地の化石

日本最古の化石をはじめとして、全国に誇れる化石が

豊富に産出する」二霊村福地の古車代の化石を紹介した。

展示化石は、三葉虫類・サンゴ類・腕足類・層孔虫類な

ど館蔵のものを紹介した。

（4）赤坂の化石

大垣市赤坂町会生山は、二畳紀の化石が浩缶で古くか

ら研究がなされ日本古土物学の発祥の地とも言われる。

世界的に知られるベレロフォン・バスロトマi）アほかの

大型の巻貝類・二枚員類・サンゴ類、またフズリナ類な

どを紹介した。

（5）ボリビア共和国の紹介

銀や錫製品、フォルクロール人彬などの民芸品および

自然景観の写真などを適して、豊かな自然環境のなかで

発展するボリビア共和国を紹介した。

三葉虫化石の採集

〈関連事業〉

自然観察会

7月30日

「君にもとれる／ボリビアの化石」

資料緒介展と常設虞の化石を見学して化石を理解

し、1人1人がボリビアの三葉虫1点のほかに岐

阜県の化石3点を採集した。



2　岐阜とユタ州の恐竜

8月10日（周一9月3日仙）

岐阜県北部の大野郡芯川村、同情寸付近には中生代の

ジュラ紀、白亜紀の地層の手取層群が広く分布している。

手取層群は多くの化石を含み、古くから植物、貝瓶の研

究が進み、日本でも代表的な中生代の地層の一つとなっ

ている。

平成元年に、恐竜の足跡化石が白）帖寸で発見されて以

来、岐阜県博物館では、平成2年度より本年度まで、三

次にわたる恐竜化石学術調査を行った。その結果、ドロ

マ工オサウルスと思われる恐竜の萌の化石をはじめ、脊

椎動物の骨格、カメの甲羅、魚の鱗、海水性や淡水件の

貝類、植物など多数の化石を採集することができ、学術

調査研究報告も行った。

また、岐阜県博物館では、「恐竜王国岐阜つくり」をテー

マに各種事業を実施してきな）アメリカのユタ川上　フリ

カムヤング大学附属地球科掌博物館所蔵の恐竜化石展示

専業は、「海外博物館との交流」の端緒となるものであっ

た。

この紹介展では、4年度に展示した資料に加え、新た

にクリーニングした恐竜の化石7点、「花フェスダ95」で

展示された恐竜の化石4点を展示した。さらに、これま

で恐竜字術調査の成果を公表するために、調査での採集

質料を紹介した。

また、ユタ州産の恐竜化石を展示することにより、中

生代に生きた恐竜への興味を引き立てるとともに、岐阜

県とユタ州との友好にも大きな役割を果たしたものと考

える∩

く展示構成〉

（1）岐阜の恐竜

①荘川の恐竜

荘川村で発見されたイグアノドン、ドロマエオサウル

ス、竜脚類、歓脚類、烏轍鮒などの恐竜の萌・骨片を展

示した。

②白川の恐竜

白川村で発見された魚竜の歯、恐竜の肋骨などを展示

した。
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（2）恐竜の生きていたころ

①海の時代

荘）帰寸の海成層から産出したアンモナイト、イノセラ

ムス、ベレムナイトを展示し、当時の環塊を考察した。

②湖の時代

荘川村、白月）村から産出した淡水性の貝類、魚類を展

示し、環境の変遷と恐竜の生きていた当時の環境を考察

した。

③　潮の周りの森

手取層群から産出する植物化石を膿示し、当時の森

林の様子を考察した。

（3）ユタ州の恐竜

ユタ州やユタ州の近辺から雇出した獣脚類、烏脚類、

伺竜類、剣竜類、魚遠類、翼竜類などの生忠当時の想像

図を度示するとともに、オスニエリアの骨格標本、スー

ハーサウルスの肩甲骨、竜脚類の椎骨、アロサウルスの

椎骨、ティプロドクスの大腿骨（ユタ州ブリガムヤング

大学からの借用物）を展示した。

（4）岸辺を歩いた恐竜たち

コロラドの恐竜足跡、実物標本、白月間の恐竜足跡、

イグアノドンの足跡化石を展示することにより、恐竜の

生活の一端を紹介しなフ

（5）岐阜県恐竜調査団の歩み

岐阜県恐竜化石字術調査団の調査の歩みをパネル、地

質模型で紹介した。

（6）恐竜の足跡実体視

白）情寸の足跡化石、植田の足跡化石、アメリカの足跡

化石の写真を実体視ができるように蛙示した。

（7）恐竜の卵化石展示コーナー

岐阜県で確認された恐竜の卵の化石を展示した。
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く関連事業〉

8月10日へ12日

ジュニア恐竜探検隊「探検．〟恐竜回廊’95」

8月27日

博物館講座「岐阜の恐竜」



〔特別陳列〕

「ふるさとの文化財紹介展」一岐阜地区－

2月6日（火）－3月24日（日）

東西の文化が交流する岐阜県には歴史的にも文化的に

も優れた文化財が数多く残されている。これらの中から

国、県をはじめ各市町村は、有彫、無彬の文化財を指定

して文化財への地域住民の関心や理解を深め、さらに保

護に努めてきている。

本特別陳列「ふるさとの文化財紹介展」では、指定文

化財に眠らず、各市町村の特色がよくあらわれている資

料や文化財を数点ずつ選び陳列した。一つ一つの資料の

持つ来魅、文化的価値などの理解と合わせて、郷土の挫

史、風土、文化財保護に一層の関心を深めていただくこ

とを目的としている。

昨年度は、西濃地区20市町村の文化財を紹介した。本

年度は、岐阜地区17市町村を対象とした地域的な特色を

よくあらわした歴史資料、絵画、書画、民俗資料などを

展示した。

く主な展示構成〉

両町村別に展示構成した。

①岐阜市②各務原市（動羽島市④川島町⑤笠松町⑥柳津町

⑦岐南町⑧北方町⑨本巣町⑲穂積町⑪巣南町⑫真正町⑬

糸賀町⑭根尾村⑮高富町⑯伊自良村⑰美山町

く主な展示内容〉

（1）歴史資料に関する展示

岐阜古「絹本若色亀姫画像」。亀姫は徳川家康の長女で

あり、加納の初代城主奥平信呂の正室。在城24年、画像

は仏i判こ帰依した晩年のものである。

笠松町「鮎鯖関係古文書」。岐阜の御鯖元で作られた鮎

鯖が笠松経由で江戸の将軍に運はれるまでの福次が克明

に記されている。

本巣町「尾張満通行手彬」。尾張溝が天保2年（1831）

営井中高の浄土真宗本願寺派正尊寺に贈ったものである。

当地は江戸時代陸屋が撞かれ、各村落を大垣藩、加納藩、

尾張潜等が治めた。当時の本巣地方の支配や寺院の様子

をこの「通行手形」をとおしてうかがうことができる。
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（2）民間信仰に関する展示

柳津町「六十′1語阻也蔵」。柳津町は古くから東西交通の

要所であり、鎌倉街道の脇街道が高桑を通過し、多くの

人々の往来があった。江戸期、法華経を菩写し六十六の

町々の主要な神社仏閣に奉納することで罪滅ぼしができ

るとの尺閏信仰がひろまった。当地でも罪減の巡礼にて

る六郎の往来が慨んであった。結願の記念塔や供養塔が

残っている。

糸員町「長屋神社椎見舞使用道具」。椎見舞は長屋神社

の祭礼行事の一つとして五穀豊穣、家内安全、疫病の退

流を願い、幼児が中心となり山車の士で演じられる舞で

ある。疫痢退治の京都八坂神社の天工の信仰が各地に流

布し、美濃の中心になったのが長屋神社であった。

（3）美術工芸に関する資料

根尾村「紺地白鷺文節狩衣」。春日神社の能衣装である。

刺繍で模様を表した桃山時代の数少ない狩衣である。鷺

休部の針足は長く、柔らかな渡し絹や、雷の葉を実際の

彬にこだわらず2、3の段に繍分ける表現方法などはこ

の時代に使われた刺繍方法である。鷺の様々な姿態が耀

動的に表現された優れた意匠を示している。

（4）その他の文化財展示

各務原市「炉畑遺跡出土品」。縄文期の各務原台地にお

ける生活の営みが出土品によって理解できる。

岐南町「河野親鸞聖人御絵伝」。親鱒聖人ゆカリの旧跡

を蓮如士人が訪れ、当地の門徒に与えた絵伝である。4

幅のうちの1幅であり、親鸞の事跡が絵によって説明さ

れている。

く展示資料〉

展示資料総数60点
一内訳一

国指定文化財　　　1　県指定文化財13

高町村指定文化財　23　無指定　　　　23

本展の出品資料について、各市町村教育委員会や所蔵

者からI新高をいただき、展示解説書を作成した。



〔調査研究・資料収集活動〕

－自　然　部　門－

1　調査研究

く動物分野〉

（1）伊吹山系一帯の調査及び資料収集（動物）

的見時一能文一伊吹にかけて、ほ乳類やi刷牛・ハ虫類

の生態調査を行なった。

・ほ乳動物

ボンシュウジカ（シカ科）、ニボンイノシシ（イノシ

シ科）、二ボンリス、ニッコウムササビ（リス科）、

ポンドタヌキ（イヌ科）

・ハ虫類

マムシ（クサリへと科）、ヤマカガシ（ユウタ亜科）、

シマヘビ（ヘビ亜科）、カナへど（カナヘビ科）

・両生類

モi）アオガエル（アオガエル科）、ヤマアカガ工ル（ア

カガ工ル科）、ヤマヒキガ工ル（ヒキカエル科）、イ

モリ（イモリ科）

（2）伊吹山系一帯の調査及び資料収集（昆虫）

昨年に引き続き伊吹山系地域を中心とした昆虫類の調

査を行なった。

ウスバシロチョウ（シロチョウ科）、アサギマタラ（マダ

ラチョウ科）、キi）シマミドリシジミ、ヒサマツミドリシ

ジミ（シジミチョウ科）、ルi）タテハ、サカハチチョウ（タ

テハチョウ科）、ギフチョウ（アゲハチョウ科）、イブキ

ヒメキス、ヤブキリ（キリギリス科）、フキバッタの一種

（イナゴ科）

〈、緊縛謡 ��姦姦／繁完畿 
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ウスパシロチョウ

く植物分野〉

（1）伊吹の調査及び資料収集（植物）

継続研究として、昨年に引き続き伊吹一帯地域を中心

とした植物相の調査を行なった。

両年度すでに採集した貴重な植物については、採集せ

ず、スライド等の二次資料にとどめた。

サラシナショウマ（キンポウゲ科）、クガイソウ（ゴマ

ノハグサ科）、キバナノカワラマツバ（アカネ科）、キン

バイソウ（キンポウケ科）、イブキボウフウ　〈セリ科）、
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ミツモトソウ（バラ科）、トモエソウ（オトキi）ソウ科）、

モミジガサ（キク科）、イブキトラノオ（タデ科）、チゴ

ユリ（ユリ科）、ラショウモンカズラ（シソ科）、イチリ

ンソウ（キンポウケ料）、ルイヨウボタン（メキ科）、ヒ

メフウロ（フウロソウ科）、ポウチャゲノウ（ユリ科）、

ヤマトクサ（ヤマトグサ科）、エンレイソウ（ユリ科）、

ヤマブキソウ（ケン料）、イブキノエンドウ（マメ科）、

シュロソウ（ユリ科）、カノコソウ（オナ工シ科）、イワ

キ77ウロ（フウロソウ科）、キバナノレンリゾウ（マメ

科）、イブキシモツケ（ハラ科）、ツルキジムシロ（ハラ

科）、イブキコゴメクサ（ゴマノハクサ科）等の資料を収

集し、このうち3割程度の標本を採集し、特別展「伊吹

の自然（仮称）」の準備とした。

イブキコゴメグサ

（2）白山調査及び資料収集（植物）

継続研究として、大仙1ト大倉山一白山一帯を中心と

した地域の植物相を調査した。，

この地域は特に貴重な植物が多いことから伊吹地域と

同様に、できるだけスライド等の二次資料にとどめた。

才力ラバナ（バラ科）、ハi）ブキ（ウコキ科）、キヌカサソ

ウ、バイケイソウ、ギョウジャニンニク（ユリ科）、ベニハ

ナイチゴ（バラ科）、ハクサンフウロ（フウロソウ科）、

イブキトラノオ（タテ科）、テガタチドリ（ラン科）、シ

ナノキンハイ（キンポウケ科）、ミヤマクワガタ（ゴマノ

ハクサ科）、ハクサンコサクラ（サクラゾウ科）、クロユ

リ（ユリ科）、イワカガミ（イワウメ科）、ゴゼンタチハ

ナ（ミズキ科）、サンカヨウ（メギ科）、モミシカラマツ

（キンポウゲ科）等の資料を収集した。

「　　　　ィ登㌢＼、、予報（ 
＼／詳言／永－／＼ 凵F∴ 

∵∴日詰∴蕊滋 
）霞 

ー＼／＼㌻＼i／湊＼、饗、＼ 

∴∴高点．霊謹欝黙率 

大倉山一白山までのお花畑（シモツケソウ、オオバキポウシ等）



〈地学分野〉

（1）岐阜県恐竜化石学術調査（荘川村地域）

①調査の経緯

岐阜県天野郡白川村の天白Iii上流域に分布する手取層

群の中からの恐竜足跡イ自信が発見されたこと（圃光はか，1990）

を契機として、1990年から大野郡白川村一光IIi村地域に

おいて手取層群に関する広範な学術調査ならびに発拙調

査が実施されてきた。（岐阜県恐竜化石羊術調査委員会，

1993。第2次岐阜県恐竜化石調査団，1994）とりわけ、

1994年には恐竜化石の産出する可能性が高い地点として

荘川村の尾上郷）ii支流大黒谷中流域の1地点が選はれ、

そこで発掘調査が行われ、獣脚出目に属する恐竜の歯を

はじめとするいくつかの恐竜化石が抹取された。（第三次

岐阜県恐竜化石調査団，1995）その成果を受けて、1995

年には同じ地点で継続して発掘調査が実施された。

（掘削作業の様子）

②地質の慨婁および発掘経過

瓶用地点は、大黒谷中流域にあたる大黒谷林道沿いの

轟頭（北緯360　02’22’′、束径1360　53′　31〝、標高約940

m）である。この地域周辺に分布する手取層群は、下位

から大谷山累層、大黒谷累層、アマゴ谷累層、別山谷累

層の4累層におけらており（岐阜県恐竜化石学術調査委

員会，1993）、調査地点にはアマゴ谷紫檀の最下部層準に

あたる厚さ約35mの砂岩泥岩互層が分布する。

ア　発掘層の層準

発掘の対象となる地層は厚さ約1mの細粒砂岩層であ

り、1994年には同層の上部から恐竜化石をはじめとする

11点の脊椎動物化石を採取した。第3次岐阜県恐竜化石

調査団（1995）はそれを便宜的に「恐竜化石含有層」と

名付けた。

イ　発掘方法と経過

発掘作業は、1995年8月10日－12日、8月28日－30日、

9月1日－3日、10月31日～11月2日の計12日間にわた

り行った。

・掘削作業
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重機を用いて「恐竜化石含有層」より上位にあたる露

頭斜面を掘削して1994年の発掘時よりもさらに内部へ掘

り進み、「恐竜化石含有層」の上層面を間口約8m、射手

き約5mにあたり露出させた。

「恐竜化石含有屑」を厚さ70cm－100（両こわたって掘削

し、総量約40㌧の岩石をそのままトラックで搬出し、関

南小屋名の百年公園まで運んだ。

掘削作業に平行して露頭全体にわたる地質柱状図を由

検討し、修正作業を行った。
・化石採取作業（8月28F十一30日、9月1日一3日、10

月31日～11月2日）

搬入した岩石を手作業で細片化しながら、含まれる化

石の抹取作業を行った。
・鑑定作業

11月上旬一1996年2刷こかけて、抹取された化石のク

リーニング作業を行い、保存処理を行うとともに採取化

石の鑑定ならびにリストの作成を行った。
＼＼∵∴：；∴∵一．∴ 

で／（ ∴一㌧t8日∴∴ 　∴∴ 　∴∴∴． 

単三　－ミ→＼鰯 〉＼雪ぐ。、 ∴∴∴∴∴∴．∴：「：∴　∴∴∴ 鵠＼／＼／’／〆∵”““＼怠 ∴∴∴∴∴　∴」や「：∴∴∴ 

織醒閏整　／一派 

∴案8m∴∴：：∴　∴∴　∴ ．∴∴∴∴二千 

（恐竜化石採取作業の様子）

③調査の結果

調査の結果、数多くの軟体動物化石、植物化石および

脊椎動物化石を採取することができた。その中で、脊椎

動物化石について詳しく触れる。

採取された脊椎動物化石は全部で15点である。これら

のうち、恐竜化石は保存状態の悪い烏脚出目の萌1点で

ある。このほかに、部位不明の脊椎動物の骨も採取され

ている。この地点から採取されている脊椎動物化石は、

これまでのものを含めると35点であり、それらのうち恐

竜化石は8点である。このほかにも、今後クリーニング

が進むことで恐竜化石と確課される標本も増加するであ

ろう。

これらの脊椎動物化石はいずれもが「恐竜化石含有屑」

の上部から、単体でしかも破損、摩耗して産出しており、

軟体動物化石の産出が極めて少ないことが特徴である。

なお、本調査の詳細な報告は「I岐阜県博物館調査研究

報告」Vol．17に発表しなら



（2）岐阜県恐竜化石学術調査団（上宝村・神岡町地域）

①調査団結成の経過

平成7年3月7日に、恐竜の卵化石が確認され、岐阜

県産の可能性のあることが発表された、これを契機に、

I岐阜県では、恐竜の卵化石に結びつくような化石の産出

の可能性がある上宝村から神岡印地域の手取層群を調布

研究することとなった。岐阜県における手取層群や恐竜

化有の調査研究は、すでに1990年以降、調査刷を組織し

て進められているが、今山の調査は地域が大きく異なる

ため新規事業として取り組むことになった。

この岐阜県恐竜化石学術調査団は6月に結成され、7

月－8帥こかナて現地調査をすることになった。そして、

その後の室内研究でまとめを行った。

②辛成7年度の現地調査について

平成7年度の現地調査は、7月24日～28日と8月2日～

4日にかけて、延べ8日聞、61人で行った。調査員の現

地での人数は、多い日で11人、少ない日で％4人であっ

た。調査地域は、北アルプスの山麓地域で地形が急峻な

だめ、いくつかの調査班に分けて各班の山歩きの経験に

応じて行った。調査班は、大きく地質班と化石班に分け

だが、はじめての調査地域で化石産出層が明らかでない

ため、おもに地質調査を主体にして化石の産出層の発見

をめざした。地質調査は図のようなルートで調査され、

数地点で化石を採集することができた。今回の現地調査

とその後の室内作業によって、神岡剛北ノ供用から山之

村地域にかけての手取層群の層序や地質橘道を、明らか

にすることができた。

∴∴∴：∴∴∴∴：∴ L＿ii／i＿i品目∴、、ii子年“‾‖‘ぺ一二人 凵畦∴／／ ll、／ 

∴ 音読懇諜連揚l／iii／ナ 亳2�耳������ｨ-h����R�
：∴ r「 lkm 

繁縛編＼Ji藷鱗ミ ∴∴∴∴∴イ∴∴：∴∴ 　＿〈プeへ 

、、Jii ∴事∴∵：＼∵∴テ∴ト 

：一∴言．髄∴∴∵∴∴：∴軍「．：∴∴ 

∴∴∴∴：∴∴∴：∴∴∴∴十十；∴∴ 

∴∴∴∴＿・∴÷「∴∴∴ 
∴∴∴∴：∴∴宣布ヂ∴ 

調査範囲と調査ルート

同日也5判定発行の5lj分の1地彫図「ノ帆綱」」・輸ケ高」の　一部を使用

③調査結果のまとめ

野外調査によって得られた豊富な地質資料と化石標本

は、調査団員の化石班と地質班の室内作業によって、ま

とめられた。研究のまとめは、10月と12月の2回の会議

において、研究指導者の指導を受けて検討された。そし

て、12月－1月にかけて原稿および図表が仕上げられた。
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①手取層群の地質と化石

神岡町北ノ供から山之

村地域にかけて分布する

手取層群は、船津化尚岩

類を不整合にあおって、

下位から、庵谷崎礫岩部

層（厚さ約150m）、中俣

乗越砂岩部層（厚さ約350

m）、南俣谷礫岩部層（厚

ざ約200m）、和佐府砂岩

泥岩部層（厚さ400m以上）

と整合的に重なり、その

積算層厚は1100m以士に

達する。これらの各部層

中には、地層面の方1両こ

そって質入する安山岩類　手取居群の現地調査のようす

や珪長岩類が見られ、JE

長者頬の地質年代は再臨己末期に相当する。また手取層

群を貴いて後期白亜紀の北南岩が小規模分布する。調査

地域の手取層群には、数多くの礫岩層が分布するので、

それぞれの礫岩層の礫構成を調査し、その後背地につい

て検討した。

調香地域では、おもに北ノ俣川沿いと山之村打保地域

において中俣乗越砂岩部層から植物化石が産出するが、

そのほかの地層からはほとんど化石を産出しない。産出

化石として、オニキオブシス・スフ工ノブテリス・クラ

ドフレビス・キンゴイテスなど12種類が認められた。動

物に関する化石は、生痕化石が数地点で解語されている。

⑤恐竜化石および恐竜卵化石について

今回の調査範囲内では、恐竜に直接結びつくような化

石は見つけることができなかったが、悪童が生活してい

たと考えられる環境下の植物化石と生娘化石を揺取でき

た。また、恐竜が生活していた時の地層が、広く分布す

ることも確認できたので、今後調査範囲を1）車力へ広める

ことによって、恐竜化石および恐竜卵化石に関連するも

のが発見できることを期待したい。

⑥恐竜化石調査のまとめ

今年度は、恐竜の卵化石の解語が契機になって、新た

に吉城郡神岡町地域を調査することになった。恐竜の卵

化石につながる化石の発見はなかったが、従来十分知ら

れていなかった北ノ供用地域の手取層群について貴重な

資料を得ることができた。これは、今後岐阜卿二おける

手取層群や恐竜化石の研究において、基礎となる大切な

ものになる。恐竜や恐竜卵化石に結びつくものの発見は

来年度以降の調査に期待される。

なお、本年度の詳細な調査報告は、「岐阜県博物館調査

研究報告」Vol．17に発表した。



2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛成8年3月8日現在）

分　野 亊��������������������������������������������劔借　用 弍����R�館蔵 借用合計 寄託 

実　　物 兒����ｲ�自作等 その他 亊���W靼xﾇb�（）寄贈内数 

動　　　物 �3��3田��16 ��#��31，105 ����h�3scH�｢�12 ���31，117 

植　　　物 ��h�3�sR�57 �����16，422 ���(�3c�X�｢�0 ���16，422 

岩石・鉱物 �(�3��2�5 都2�2，161 ��鉄C8�｢�18 ���2工79 

化　　　石 ���3塔"�38 �#��2，040 �����3�s��｢�47 �#��2工15 

そ　の　他 田2�22 ��c��253 ���#��｢�0 ���253 

計 鉄��3#c2�138 鉄���51，981 ���#��3�#��｢�77 �#��52，086 

3　資料寄贈著名一覧（敬称略・順不同）

資　料　名 �5��B�芳　　名 

オオクワガタムシ �"�小倉正浩 

ムササビ ���金古弘之 Il 大澤眞美 II II 小栗克彦 lI II II 日比野直樹 lI 田中手元 II 

オオルリ ���

キジ 鳴�

カワバタモロコ ����

タイi）クバラタナゴ ��R�

スイゲンセニタナゴ 釘�

イチモンジタナゴ 釘�

カワヒガイ �2�

ニッポンバラタナゴ �2�

トンキントゲタナゴ 澱�

セ’二タナゴ �2�

アユカケ ���

ヌマチチブ ���

資　料　名 �5��B�芳　　名 

カワムツ 釘�田中宇元 lI II II 河野秀哉 

ウシモツゴ 釘�

ホトケドジョウ �2�

メダカ ����

アリメカザI）ガニ �"�

ビワコオオナマズ ���琵琶湖文化館 II 酢脱苗センター 

ビワヒガイ ���

アユ �#��

アマゴ・イワナ 唐�岐阜県水産鵡繊 II II 郡上県事務所 

サツキマス �"�

アジメドジョウ 迭�

セグロアジサン ���

フクロウ ���林　光夫 

大垣困貝類標本 �9iﾃ9�r�大串内　宏 

轡

葦韓網羅議㌔隼喜放線
訓辞画草擬郵高郷臨

▲大垣内氏貝類標本
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資　料　名 �5��B�芳　　名 

手回ビア塵三葉虫等化石標本 �#S��大野遼太郎 

刷抹 ��c2�山田菊夫 

悲耐用化石 ���石田清一一・ 

鵜しん ���児工輝彦 

品∴鋤標本 ��#B�R�R�大串内宏 lI 二村延夫 

植物の知漕本 

欄輔化榊嬬本 

苗字ヤト当ギとテンゲ楠脇 �2�大半）、調i（ 

カザグルマ �"�太田　惇 

大垣高植物標本 �#�R�広田艶子 

県内鹿シタ植物、ミズ二デ菅 ����村瀬正成 

水郷也帯植物標本 鉄��回申　太 

針葉樹榊勿標本 迭�小坂営林署 

f脇標本燥実勘 迭�野口　勇 

〉＼醸瀾　　　　　　‾‾照悪態速 響） 

撼 　∴∴ 　∴ 

騒鸞∴∴∴薄絹懸＼諸※鵠／譜 き：／ ）／／、、 

∴　　＼∴∴∴0 ��

▲ボリビア産三葉虫化石標本



一人　文　部　門－

1調　査　研　究

く考古分野〉

（）平成7年度秋季特別展「美濃・飛騨の古代史発掘」に

係る調査研究

前年度に続き、①古代の道と不破閲、②律令国家の

地方支配、③並び立つ古代寺院、④古代人の〈らし、

⑤物の生産と流通、の5部門について文献調査、現地

調査等を県内外各地の教育委員会、博物館や資料館等

において実施した。

その成果を、特別展の図録、博物館講座「律令制下

の美濃国・飛騨国」、岐阜県博物館調査研究報告Vol．17」

等の彬で発表した。

く歴史分野〉

○平成8年度飛騨美濃合併120周年記念展、「岐阜県の明

冶維新」に係る調査研究

①明冶維新期における飛騨・美濃の動向と明治9年

の合併の様子②衣食住における西洋文明の導入や新し

い教育の様子－③岐阜県における白面民権運動の盛衰④

製糸業、金融業などの発展について文献資料調査、県

内や愛知県、高知県、長野県等における現地調査を行

った。

2　資料数一覧

く民俗分野〉

○平成7年度特別陳列「ふるさとの文化財紹介康一岐阜

地区－」に係る調査研究

岐阜地区17市即村の協力を待て、各市町村の特徴が

よく表れた文化財の調査研究をした。選定された文化

財を平成8年2月6日から3月24日まで特別陳列とし

て展示するとともに、研究成果を小冊子にまとめた。

○超古代文明調査研究

超古代文明についての文献資料等の調査をするとと

もに、恵那地図こおいて現地調査を実施した。

く美術・工芸分野〉

○人定三百年記念「円空展」に係る調査研究

名古屋城学芸員等と共同で文献調査をするとともに

県内各地の円空仏等の現地調査をし、円空に関する資

料の寄贈を受けた。また、円空展図録「円空」、後藤英

夫写真集「円空さんとわたし」を作成した。

○幸成9年度特別展「花と蔦のイi）ユージョン」に係る

調査研究

美術工芸品－とくに江I巾幸代の衣装および本草字資

料一における花や鳥をモチーフとしたものに関する文

献資料調査を行った。

館　　　　　　　　　　　　　　　　蔵　　　　　　　　　　　　　　館蔵 

分　野 們���Z��∴一　∴「：∴　∴∴ 劔借用　寄託　借用合計 　　　　寄託 

考　　　　古 ���3涛2�164 鉄(��������(�3#��������3s度�｢�517 ��ベ��������(�3��2�

時∴∴∴∴叫 ���33S��34 ��#(������3S�X������33Cs��｢��21 ��c(��������3c唐�

民　　　　俗 �(�3����2 湯�2，091 ���(�3�sX�｢�213 �3��2，334 

美術・工芸 �3�2�17 �3r�357 ���#C��｢�259 ���C#���1，835 

そ　の　他 ���0 ���0 �����｢�0 ���1 

計 店�3s3R�217 �##�ﾈ��h�3�s"���店�3Cc��｢�1，010 ���3S湯�8，781 

複製には模型・ジオラマを含む（平成8年3月31日現在）

3　資料寄贈著名一覧（敬称略・順不同）

資　　　料　　　名 �5��B�芳　　　　名 

マ　ス　ケ　ス　ト　火　縄　銃 ���ハロルド・ドレイク 和子・ドレイク 

大　礼　服　・　将　校　軍　服 �"�北　川　　　晃 

岐阜県内小中高大の校章一式 ���県教育委員会文化課 

教科書（明冶時代）1セット ���古　川　幸　夫 

弾　　　　　　　　　　　　　　　丸 ���小　澤　止　之 

扇　　　　　　　風　　　　　　　機 ���水　野　亘　雄 

円空等　富士山図・六字名号 �"�藤Iii祐　司 

脇差　　銘　　藤原長綱　　ほか ����真　田　孝　三 

教　科　書　　　　神　宮　暦 �3��真　田　孝　三 
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〔教育普及活動〕

1概要

マイ・ミュージアム棟が開館し、新たに「マイミュー

ジアムギャラリー」展示関谷の広報、「ハイビジョンポー

ル」を使用した催しものが加おった。また、恐竜ゼミナー

ル、円空展を開催し、当初計画していた催しもの事業数

を大きく上回り54事業を実施した。

出版物のカラー化を進めるとともに、博物館i）－フレッ

トや館内地図等を発行し来館者に親しめる博物館の教育

普及事業を実施した。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものを大きく　3つに分類した。一般を対象にした

「博物館講座」。大人から子供まで楽しめる「自然観察会」。

従来の「親子教室」と「たのしい土曜教室」を合わせた
「たのしい博物館」である。

今年度の催しものから主な活動の概要を託すと、博物

館講座では「日本仏教の流れ」と越し、4回の連続講座

を実施した。毎回多くの受講者があり大変好評であった。

このようにより深く学習できるスタイルの講座を今後も

取り入れていく必要がある。

自然観察会は、自然部門を擁する当館としては欠くこ

とのできない事業である。

観察会の中で、「鍾乳洞を探検しよう」は雨のため中」L

となった。
調一°－‾：ti∴ 

：＼‖∴ ／熊 ∴∴∴ � 

たのしい博物館「円空彫りに挑戦しよう」

だのしい博物館の事業として「円空彫りに挑戦しよう」

を催しだが、この事業は「円空展」の関連事業として行っ

たものである。丹生川村円刀会の協力で彫刻刀やなたを

使っての親子を対象とした教室であった。また、マイ・

ミュージアムの開館にともなって、新たに「ハイビジョ

ンで楽しもう」を定期的に開催した。この教室は幼児か

ら大人まで楽しめるように工夫され、毎回多くの参加者

があった。

昨年度に引き続き、福井県との交流事業「ジュニア恐

竜探検隊」を催し、小学校5・6年生50名で構成された

隊員が、福井市において全国の子供達と交流を深めた。

定員50名に対し261名の応募があった。また、新規事業「恐

竜ゼミナールGIFU’95」は4月になって具体化した事業の

ため計画から実施までの時間的ゆとりがなかったが、大

変好評であった。（詳細は記事P27）

林政部との共催事業「きのこ王国岐阜体験ゼミナール」
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も2年目を迎え、昨年度の反省を生かして実施したため、

好評のうちに終了することができた。定員100名に対し1000

名を越す応募者があった。

（2）館内解説

マイ・ミュージアムの開館に伴って「マルチメディア

スタジオ」での機器使用解説、「ハイビジョンポール」で

の土・日曜日のハイビジョンソフト「ハイパーハイビジョ

ン風土記」の定例解説を行った。その他、団体の入館者

を対象に、恐竜コーナー等での解説を行った。

博物館展示解説「ワンポイントガイト」を引き続き作

成し、来館者に配布した。

（3）博物館における学校等の研修

学校・社会教育機関等の授業や研修を学芸員が指導、

接助した。
・小学校星活科体験字習　　岐阜大学附属小l・2年生

岩野田小学校1年生他
・社会科体験学習　　　　　下有知小学校3年生他

・理科（地学）体験字習　　下之保小学校6年生他

・闇市少年少女科学教室、母と子のわくわく教室、卜高

知家庭教育学級など闇市社会教育課と達擬し博物館で

講座を持った。

4　広報活動

新聞を中心に、テレビ・ラジオ等マスコミに対し積極

的に広報した。新聞広告に対しても積極的に取り組み、

従来の広告に加え中ロ新聞県内版等にも博物館広告を載

せた。

また、特別展、資料紹介展等の紹介記事を、岐阜新聞

で連載した。

博物館紹介リーフレットを作成し、各機関に配布する

とともに、7月からオープンしたマイ・ミュージアムギャ

ラリーの広報を開始した。

5　博物館実習生指導

8月23日から8月31日までの8日間、四国大学、聖心

女子大学、甲南女子大学、静岡大学、皇学館大字、東京

農業大学、奈良女子大学各1名、岐阜女子大字2名、合

計9名で実施した。

6　資料の貸し出し

（1）人文関係

・大阪府立近代飛鳥博物館（4／8－6／20）

円満寺山古墳出土銅鏡 2占

・福井県立一乗谷棚倉氏遺跡資料館（7／／14－9／／8）

織田信長画像、斉藤道三画像　　　　　　　　2点

・中日新聞岐阜総局（7／／28－8／15）

太平洋戦争に関する資料　　　　　　　　　　26点

・北方町立図書館（8／29－10／31）

口鏡寺　不動明王画像　　　　　　　　　　　1点

・愛知県陶磁資料館（10／2－12／′／3）

陽徳寺裏山1号墳出土、角林、子持器台　　　2点



・奈良国立博物館、愛知県陶磁資料館（12／／18－4／／5）　　　　〈3）教育普及

養老神社経塚出土経筒、陶製絵笛外容器、青白磁合　　　・名古屋市博物館（81／128－10／21）

子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3点　　　　　棚橋源太郎著「目に訴へる教育機関」　　　1点

〈2）自然関係

・福井県立博物館（4／／26－10／24）

イグアノトン骨格模型、手取層産化石　　　　42点

・鳥取県立博物館（7／1－7／／16）

岐阜県産化石他　　　　　　　　　　　　　　13点

・さばう遊半鐘（7／20－8／31）

昆虫標本　　　　　　　　　　　　　　　ドイツ箱13

・大垣面スイトビアセンター（8／1－9／／12）

昆虫標本　　　　　　　　　　　　　　　ドイツ箱12

平成7年度　刊行物一覧

7　図書資料

7年度現在の図書資料数は下記のとおりである。

∴∴「∴∴∴　∴　　　∴ 

人文関係 ����3SC(ﾟｸ��ﾘy|ﾘﾉY[hﾌ��

自然関係 嶋�3CSxﾟｸ��ｭﾉ$仆Hﾋ��驟兌hﾌ��

総　　　計 ����3涛倚ｲ�

なお、平成8年3月、埋蔵文化財関係図書4，182冊を鋤

岐阜県文化財保護センターへ移管した。

名　　　　　　　　　　　　　　　　称　　　　発行年月日）　判、真　　　　部　数　　　備　　考 

岐I出世博物館だより　第56号　　　　　　　　　　　　　　7．4．1　　A4　4貞　　　　　2，500　　友の会増刷 

岐阜県博物館だより　第57号 度�Cx�C��A4　4真　　　　　3，500 凵i各500） 

i岐阜県博物館だより∴第58号　　　　　　　　　　　　　　7．10．l　　A4　4貞　　　　　2，500 

岐阜県博物館報　第18号　　　　　　　　　　　　　　　　7．4．l　　A4　37　　　　　1，000 

守成7年度岐阜県博物館催しもの案内　　　　　　　　　7．4．l　　A4 剴3��3����
II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B3　　　　　　　　　3，000 

入館者向けしおI）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．4．1 剳ﾏ彬　　　　　　　　50，000 

博物館リーフレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．7，16　　　A4　8貞 剴X�3����

入館者案内地図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．8．1　　A4　　　　　　　　5，000　　友の会発行 

岐阜県博物館調査研究報告，Vol．17 嶋�C8�C3�����#X��SI.X������������s���

特別痕等図録 度�CH�C#X������#X��cY.X������������c���剽Fの会増刷 

i岐阜の淡水魚 劔（1，000） 

美濃・飛騨の古代史発掘 度�C���C8������#X��c9.X������������c���凵i1，154） 

川に生きる 度�CH�C$x������#X��Ci¥X������������s���剽Fの会発行 

出空 度�C���C�8�������イ�S�����(�3����円空展開催一委員会 

円空さんと私　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．10．13　　　A4　50頁　　　　1，300 劔友の会発行 

輪中と流水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．11．25　　　B5　49頁　　　　1，000 劔友の会発行 

特別展等ポスター 劔 
岐阜の淡水魚　ポスター　　　　　　　　　　　　　　　　7．4．1　　B2 剴��3S���

ちらL　　　　　　　　　　　　　　　　　　I′　　　　　B5　　　　　　　　25，000 劔友の会発行 

恐竜ゼミナール　ポスター　　　　　　　　　　　　　　7．6．12　　　A2　　　　　　　　　2，000 

ちらL　　　　　　　　　　　　　　　　　　l／　　　　　B5　　　　　　　　10，000 

南米ボリビアの三葉虫　ポスター　　　　　　　　　　7．6．20　　B2　　　　　　　　　700　度の全発行300 

岐阜とユタ州の恐竜　ちらし　　　　　　　　　　　　　　〝　　　　　B5　　　　　　　20，000　　友の会発行 

美濃・飛騨の古代史発掘　ポスター　　　　　　　　7．9．10　　B2　　　　　　　1，500 

ちらL　　　　　　　　　　　II　　　　B5　　　　　　　25ル00　　友の会発行 

用空　ポスター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．9．30　　Bl．B2．B3 剴�����ﾙﾘ�｣����C����苓ｿ95x､ｨﾜ8効醜橙�

ちらL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　A4　　　　　　　160，000　円空康開催委員会 

円空シンポジウム　ちらし 度�C���C�h�������H������������������X�3����

ふるさとの文化財紹介煉　ポスター　　　　　　　　　7．12．25　　　B2　　　　　　　　1．000 

ちらL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B5　　　　　　　　20，000　　友の会発行 

質料紹介煉・特別陳列ノ＼シフレット 劔 

岐阜の恐竜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．8．9　　　A4　8真　　　　　　500 

ふるさとの文化財紹介展　　　　　　　　　　　　　　　　8．2．3　　　B5　24貞　　　　1，000 

マイ“ミュージアム刊行物 マイ・コレクション第1号　　　　　　7．7．18　A4　4頁　1，000 劔 

II　　　　第2号 度�C��C#h�������H����I.R����3����

I′　　　　　第3号 度�C���C#������ォ����I¥X����������3����

〝　　　　　第4号 嶋�C��CX�������H��Hﾗh����������3����

II　　　　第5号 嶋�C(�C8�������H����).R����3����

〝　　　　　第6号 嶋�C8�C2�A4　　2頁　　　　1，000 

ギャラリー　ポスター 度�Ch�C#h������#(��������������������3����

ちらし 粕������������H�������������������3����

一一26－



8　恐竜ゼミナールGiFU’95

（1）開設の契機

全国で大きな反響を呼んだ「岐阜県産と思われる恐竜

の卵」の発見を機会に、全国の小字牛が恐竜への夢とロ

マンを体験する企画として平成7年度から実施した事業

である。

（2〉　事業の内容

本事業は、岐阜県博物館肉で恐竜や化相こついての基

本的な知識を学ぶ「恐竜教室」と上宝村、荘川村などで

現地観察を主体とする「恐竜探偵団」の2部構成で実施

した。

蒜論議謙蒜遥壷壷㌃∴i〆‘捗嘗宗一〆。

①恐竜教室の部

ア　日　程　8月21日（月）

8月27日（日）の2回実施

イ　会　場　岐阜県博物館ハイビジョンポールほか

ウ　内　容・ハイビジョンでの恐竜学習

・やさしい恐竜学講座

講師：東京大学名誉教授　清田隆十

ブリガムヤング大字地球科学博物館

ケネス・リー・スタッドマン

館学芸員
・恐竜化石発掘体験

・恐竜紙細工教室

講師：造形作家　水野　政雄

②恐竜探偵団

ア　日　程　8月22日（火）

－8月23日（水）1油2日

イ　会　場　上宝村、荘川村、七宗剛

ウ　内　容・化石発掘調査、恐竜卵化石の見学

・日本最古の化石見学

・日本最古の岩石見学

・岐阜の恐竜についての講話など
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（3）事業実施の経過

①広報関係

関係機関へのポスター・チラシの配布こ加え、参加者

募集に係わる記者への資料配布を2回行い、開催中の「花

フェスダ95」のハイテク恐竜館にてチラシを配布した。

さらに、岐阜県、愛知県の小学校に参加者募集の依頼を

した。また、小字館刊「小学5・6年生」に参加者募集

の広告を地蔵した。

こうした広報活動の結果、全国から828名の応募者があ

った。

「恐竜ゼミナールGIFU’95」応募状況

名　　　称 �6ﾓ��ﾂ��ﾈﾔ�����蹴�応募状況 �(ｨ������ﾈｸ��悗�

恐竜探偵団 �#Y�r�123組 侈y>��)�s#Ikﾂ�

50名 �#cIkﾂ�県外13組26名 

8月21日 ��#Ykﾂ�80組 仆�{9%I.9&3S�kﾂ�

恐竜教室 �242名 �/�ｭﾈ-��#Ykﾂ�

8月27日 恐竜教室 ��#Ykﾂ�116組 322名 ��#ykﾂ�

②実施状況
「恐竜教室」の部では、恐竜や化石について、沼田路

上教授、スダ／トマン学芸員そして館学芸員がやさしく

解説したあと、実際に荘月i村の手取層の岩石を利用した

化石発掘体験と「恐竜化石」について体系的な字智をし

た。また、ハイビジョンソフト「ロストアニマル」の上

映や「恐竜紙細工教室」は小字生だけでなく大人も十分

楽しめる内容であった。

i ミi 〉 �� 
）／；／＼宗 �� 

←－　　　　　∴ ��h��� ��

霊 ��h���
一高、、／月 �� 剪�

「恐竜探偵団」の参加者50名は、「恐竜教室」の参加者

から選ばれており、その成果を生かして化石採集などを

有った。恐竜ゼミナールのテキストとして作成した「岐

阜の恐竜」を参考にしつつ、上’証す、／勘il村などで実り

ある現地観察会を実施した。

〈4）今後の方向

平成8年度は、士’需寸との共催事業とし「恐竜教室」「恐

竜探偵団」を一本化するよう検討を加えた。



平成7年度催しもの一覧

事　業　名 弍ｩ?｢�対　　象 �.�R�内　　　　　　容　　　　　　　　　　参加人員 
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特別展講演会 店��#�� ��「長良川に生息する魚」　　名古屋女子太宰教授　駒間借知氏 �����
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〔マイ・ミュージアム〕

マイミュージアムギャラリーの運営

〈1）運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵し

ているコレクションを募集し、一定期間、公開展示

をする。マイミュージアムギャラリー企画運営委員

会を通じて承認された展示計画に従って順次、展示

を行う。また、出展者の募集は副手行っている。

（2）平成7年度の展示状況

回 �5x麌ｯｨ��ｭB�出　展者 偬���5x��>���vR�

1 度ﾈ���?ｨ����｢��｢�岩田　伸雄 �*��H鏸,hﾌ9:��

8月20日（日） 傅ﾎ�h����爾�

2 嶋ﾈ�#i?ｨ��7��｢����"�井戸　識別 �?ｩgｸ,i�(､X,ﾉ�饂����,H��,�+8-��

10月1日（日） ��Ynﾈ���ﾘｷb�一錬鋸の魅カー 

3 ���ﾈ�#�?ｨ����｢���　けさいち 各務今朝一 ��ﾉvﾘ,ﾈﾌ9Oﾈ��,b�

12月17日（日） 刄Kンダーラ 

4 ����ﾃ吋���ﾈ綺?ｨ�仞��｢��｢�可児　幸彦 �8ﾈ985儻H*ｸ7H488ｸ8��

1月28日（日） 偃x5���椹Tb�紙の宝石（書架帝世絵） 

5 �(ﾈ�9?ｨ��7��｢���(ﾈ�#Y?ｨ��?ｨ�｢�梅村　借方 ��ｩ�8��Yf��Y5r�

6 �8ﾈ�)?ｨ��7��｢���8ﾈ�#I?ｨ��?ｨ�｢�安田　学石 兒y�ﾈ�YZx柯,ﾉ�(､R�

（3）展示記録「マイ・コレクション」の発行

・「マイ・コレクション」を各回の展示ごとに発行

し、平成7年度は第1号から第6号まで発行した。

（4）同人証発行について

出展者は博物館同人とし、8人に同人証を交付した。
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（5）平成7年度に出展申し込のあったもの

木彫り（根、十支、能面など）、鋭、手編みセーター、

織物の糸、屏風、掛軸、踊り人形、踊りうちわ・手

ぬぐい、絵画、版画、民具、武具、土器、手斧、布

など。

合計　9件。

（6）マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

10月30日　本館研修室で開催

○課題　マイミュージアムギャラリー運営の基本方針

及び平成8年度展示計画について
・運営の基本方針

出展品の真贋・解説文などは出展者の責任とす

る。

出展者の氏名は明記する。

図録作成はしない。

保険については相談のうえ決定する。

出展者の地域的偏りがないようにする。）

○委員の構成

氏　　名 冩������������������R�

委員 ��9nﾈ����tR�岐阜県市長会長 

Il 倩Xｹｸﾈ譏�?��名古屋大字名誉教授 

II 舒)68���ﾉu��収集家代表 

II ��:���肢���岐阜県地士魂市大会連合会会長 

lI ��I�X��W���岐阜県町村長会長 

II �8萎���:�u��岐阜県公民館連合会長 

II ��ｸ������Y��岐阜県議会文教警察委員長 

II �-(����ｽ8爾�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

II ��Hﾌｶ��ﾘ爾�開高教育委員会教育長 

Il 傴ﾉgｸ��ﾍﾈ蔗�岐阜県博物館協会理事長 

II ���)��,9&｢�前岐阜県博物館長 

II 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

会長は吉田豊氏、副会長は松本五三氏が継続就任。



2　マルチメディア情報センター

マイ・ミュージアムのオープンに伴い、マルチメディ

アの普及啓発を目的とした、全国6か所のマルチメディ

ア情報センターのひとつとして、ハイパーハイビジョン

風土記「ひだ・みの紀行」をはじめとする映像情報の提

供やソフト制作の支援を開始した。

企画運営にあたっては、情報センター連絡会議、県マ

ルチメディア研究会、ソフトピアジャパン、博物館サポー

ター等から助言やソフト制作への支接をして頑いた。ま

た、利用促進を図るため、関係サークルや高等学校に呼

びかけ、設備紹介や高校生の体験実習を受け入れた。

（1）ハイビジョンホールの運営

高精細大画面による映像体験の場として、ハイパーハ

イビジョン風土記「ひだ・みの紀行」の紹介や各種映像

資料の上映を行ったほか、資料提示機能を活用して各種

イベントや講座・教室にも利用した。
・上映時間　平日　　　　　　　　　　11：00－16．00

土・日曜日、祝日　　　　開館時刻～16：00

・本年度の主な上映作品

ハイパーハイビジョン風土言己美濃路映像資料（60分）

岐阜県制作ハイビジョン動画4作品（60分）

岐阜県制作ハイビジョン静止画4作品（50分）

花フェスダ95記念映像（45分）

手づくりハイビジョンソフト5本（約30分）

ハイビジョン試験放送の番組（60分程度）

向井千秋の宇宙教室①②（NTSC）（60分）
・イへントや講座等での活用事例

ハイパーハイビジョン風土記の操作法等紹介（毎日）

たのしい博物館「ハイビジョンで楽しもう」

恐竜ゼミナールGIFU’95

きのこ王国岐阜体験ゼミナール

（2）マルチメディアスタジオの運営

個人がハイパーハイビジョン風土記の資料を自由に検

索できるレファレンスブースについて、業務嘱託員によ

ー30

る操作法の説明を個別に行い、子供から高齢者まで幅広

い年代層の方々に気軽に利用して時事、た。

・利用時間　開館時間より16時まで

（3）制作室（マルチメディア工房）の運営

県民のマルチメディア制作支接の場として、ハイビジョ

ン静1上画番組制作装置の使用を開放した。博物館同人か

ら借りた写真をもとに、博物館サポーターがソフト制作

した。また、市町村関係者や高校生の利用もあっな，使

用料金については、同様設備を持つ未来会館や美術館と

協議を進めて決定し、10月1日には、「マ）レチメディア工

房・ぎふ」の第1号として正式にオーブンした。なお、

制作室は、古く貴重な写真をデジタルで保存するライブ

ラリーとしての位苗つけもなされている。

・実施したソフト制作研修会

博物館協会研修会（12月14日）

高校生マルチメティア体験実習（1月25日）

博物館職員研修会（1月17日、24日、2月14日、27日）

・「マルチメティア工房・ぎふ」使用料金（1時間あたり）

非営利の場合480円、営利の場合4，430円

〈4）マルチメディア共同利用実験への参加

他のマルチメディア情報センターや長野県丸子町のマ

ルチメディア研究センター等との間で、NTTの高速回

線を利用したマルチメディア情報交流実験に参加するた

め、それまでなかった過信機能を整備した。実験では、

情報発信に関わるノウハウを蓄積し、辛成9年度には、

教育情報ネットワーク（SMILE）やインターネットに接

続して、博物館資料を学校や一般県民に向けて提供する

計画である。
・導入機器

マルチメディアデータサーハ

ノンI）ニアビデオ編集装置

MPEG圧縮装置、ビデオサーバ

検索端末装置、ネットワーク機器
・実験予定内容

ビデオオンテマント

センター紹介ビジュアルドキュメントの共同制作

マルチメディア会議

（5）ハイパーハイビジョン風土記の整備

今年度は、美濃路編検証のための研究会の実施、中山

道編の基礎資料調査を行った。なお、風土記については、

世界初のハイビジョンによるインタラクティブソフトと

いうことで、多くの自治体や関係団体から注目を浴び、

業界の2つの賞を獲得した。
・ハイビジョンアウォード　選定委員長賞

・マルチメディアグランプリ’95　ハイビジョン部門パ

ブリック作品賞



〔図書資料寄贈者芳名一覧〕

（辛成7年3月l rl一

幸成8年2月29日）

〔博物館関係〕
国立魔史民俗博物館
東京田立博物館
国立料字博物館
東京国立近代美術館

的二立科学博物館附属自然教育園

京都国立博物館
国立民族′‘習事物館

奈良国立博物館
北海道開拓記念館
北海道＿立北方民．族博物館

小樽市博物館
釧路而立博物館
島中故事博物館
市立函館博物館
根室巾博物館開設準備塁
上上脱印ひがし大雪博物館
斜里町立知l末1事物館

穂別町立博物館
満帆町郷士博物館
利l）岬J立博物館

青森県立郷土館
八戸古博物館

岩手県立博物館
北上市立鬼の館

岩手県農業博物館
仙台吊博物館
仙台市科挙館

廉廉報恩会自然史博物館
仙台高雄史民俗資料館
監竃神社博物館
東北歴史資料館
秋田県立博物館
秋田県立近代美術館

同彬県立博物館
県立うきたむ風士記の丘考古資料館

福島県立博物館
会津民俗館
三春町歴史民俗資料館
茨城県立歴史館
土浦市立二博物館

上島津具塚ふるさと歴史の広場
IJ立証郷土博物館

ミュージアムバーク茨城県自然博物館

栃木県立博物館
小山市立博物館
栃木県止しもつけ風土記の丘資料館

栃木県立なす風土記の丘資料館
群．鴎県立榛史博物館
群鳴県立近代美術館
浦和直立郷土博物館

埼玉県立博物館
埼玉県さきたま資料館
戸田市立郷士博物館

埼玉県立盛史資料館
子葉県立中央博物館
千葉直立郷士博物館
千葉市l川営利貝塚博物館

我孫子市鳥の博物館
市立二市川考古博物館

市立市川自然博物館
千葉県立現代産業科学館

「一葉県立大利根博物館

千葉県立上総博物館

千葉県立安房博物館

松戸市文化ホール

千葉県立総南博物館

千葉県立房総のむら

子葉県立房総風土記の止

足立区立郷土†専物館

板橋区立郷士資料館

大田区立郷士博物館

紙の博物館

船の科宰館

渋谷区立松涛美術館
だはこと塩の博物館

東京都l⊥戸東京博物館

十勘Ii谷区立郷十資料館

家具の博物館

逓信総合博物館

豊鳥iメっ“I二郷士質料館

三月文庫

港i〆．立港郷＿1質料館

サントil－美術館

江戸東京だてもの圃

多摩ノ、邪神字館

八上子郡上資料館

Il車中iJ郷上の森博物館

．Jlt A戯∴「畠中物館

田川両立博物館

町旧市立国際版画美術館

神奈川県立歴史博物館

神奈）用具立金沢文庫

常の博物館

横浜マリタイムミュージアム

樹浜事歴史博物館
）用奇高市Itミュー／アム

神奈Iii県立生命の星∴地球博物館

当塚吊博物館

芽ケ崎正文化食料館

秦野市立桜工手古墳展／J、館

横須質高自然人文博物館
箱根町＿立大涌谷自然科掌館

松本市立博物館

Ii本民俗資料館

長野正立博物館

長野県立睦史館

飯川古美術博物館

飯川巾上郷占博物館

上田両立博物館

大明山由博物館

塩尻巾立、「′同日追跡者 占博物館

狛坂直立博物館

信濃町立野l砧胡博物館

l吉川当新町化石博物館

柏崎I巨立博物館

長I航行立科写†呼物館

山高郷上博物館

富山高科羊文化センター

魚津水族館

富山県＿立川博物館

石川県＿立歴史博物館

有川県立美術館

有Iii県輪島漆芸美術館

石川県白山自然保，獲センター

福ナ印県立博物館

福井南自然史博物館

福井県自然保護センター
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故買両立博物館
静間県立美術館
静岡市立登呂博物館
士原仏教美術振興財団
1、‾田海中水族館

沼津歴史民俗資料館
沼津宜明冶史料館

富士巾立博物館
三島市郷上館

焼津市歴史民俗資料館
浜松I同事物館

愛知県美術館
愛知県芸術文化センター

徳川美術館
熟し11神宮宝物館

名古屋i旧事物館

名古屋山科′羊館

名古屋市美術館
でんさの科挙館

名古屋港水族館
一宮吊博物館

博物館明冶村
I）トルウールト

日本モンキーセンター

瀬戸市歴史民俗資料館

愛知県陶磁資料館
常田市郷士資科館

豊椿吊美術博物館
豊橘市自然史博物館
翌確証地下資料館
望梧市二）ii宿本陣資料館

岡山奇証教育委員会岡崎高郷上館

安城巾歴史博物館
知立市）彊史民俗資料館

半田市立二博物館

尾西正路史民俗資料館
語南古青少年油の科学館
トヨタ博物館

鳳来即＿立鳳来寺山自然科′字博物館

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館
三重県J二博物館

匹旧市市立博物館

東名巾博物館
海の博物館
鳥羽水族館
斎宮歴史博物館
藤原面白然料′、雑音

大津市歴史博物館
滋賞県立琵琶湖文化館
琵琶湖博物館開設準備室
彦根城博物館
而立長浜膝史博物館
滋質県立安土城考古博物館
滋員県立陶芸の森

栗東歴史民俗博物館
滋員県立二朽木いきものふれあいの里

京都浦上二総合資料館

京都府京都文化博物館
博物館さがの人形の家

京都府立丹後郷十資料館
大阪市立博物館
大阪市立東洋陶磁器美術館
大阪人権博物館
吹田市立博物館
大阪府立弥星文化博物館
堺高博物館



柏原高立歴史質料館

岸和田両立郷土資料館

大阪府立近つ飛鳥博物館

神戸訪立博物館

神戸市立小磯記念美1II碓富

兵l勘艮立歴史博物館

姫路文′字館

尼崎J印歴史博物館準備会

伊丹市立博物館
兵庫県立入と自然の博物館

大和文華館

橿原吊手塚資料館

県立檀原考了与字研究所附属博物館

香芝正二土山博物館

存立l両案文化博物館

奈良県立民俗博物館
和歌山県立二博物館

和歌山高立博物館

和歌山県＿、畑当然鮮物飾

鳥取県立博物館
足立美術館

岡山県＿立博物館

岡山県＿立美術館

間中五〕立オi）エント美術館

林原自然科半丁呼物館準備宅

津山洋掌資料館

倉敷市立t当然史博物館

広高市安佐動物公園
広島市交通科学館

広島県立美術館
広島県＿正睦史博物館

日本はきもの博物館・郷士玩具博

広揖県＿立歴史民俗資料館

宮島刷上二宮鳥歴史民俗資料館
山口県立山H博物館

美祢巾歴史民俗質朴館
秋吉台科享博物館

徳島県立博物館

穂高市立徳烏城博物館

高松高騰史資料館
香川県庵史博物館建設準備室

愛嬢県立†呼物館

愛媛県総合科学博物館

愛媛県歴史文化博物館

高知而立白面民権記念館

高知県立歴史民俗資料館
北ナLlii同J立歴史博物館

北九州吊＿立考古博物館

北九州出立自然史博物館

福岡市博物館
九州盛典賓料館

鞍手町I恋史良俗資料館

佑費県立博物館／美術館

佐賀振立名機屋域博物館
長崎県立美術博物館

長崎市立博物館
熊本市立熊本博物館

熊本県立美術館
ノし代而立博物館未来の森ミュージアム

宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

宮崎県総合博物館

鹿県鳥県立博物館

鹿児島両立美術館

鹿兄鳥県歴史賓料センター黎明館
ミュージアム知覧

岐阜県歴史資料館

岐阜県美術館

岐阜県図書館
岐阜県陶磁資料館
岐阜高歴史博物館

岐ill市科学館

浅見化石会館

各務原所轄史民俗資料館

内藤記念くすl）博物館

大王亘市兜は土館

天上亘市歴史民俗資料館

大垣高輪中館

タルイビアセンター

美濃和紙の里会館
上肢市美濃陶磁軽史蝕

瑞浪7印化石博物館

瑞浪丁印釦磁賓料館

平原版画館

高山出郷上館

〔博物館協会〕
仝山科半博物館協議会

全日本博物館学会
東海地区科′字施設協議会

愛知県博物館協会

〔役所関係〕
福島市児童文化センターー
いわき市教育文化一事業田

崎王県立民俗文化センター

文化庁文化財保護都
田本科学技術振興財団

L尾ifJ役所

愛知県総務部
名古屋営林支局

名古屋植物防疫所
木曽川下流丁重事務局

京都府総合丁村民郡

山中宮県総務部

岐阜県企画部
岐阜県商工労働部

岐阜県農政部
岐阜県地方向台大′、都安

岐中葉保健環境研究所

岐i’，ii某工業技術センター

岐阜県工芸試験場

岐阜県農業総合研究センター

岐阜県水産試験場

岐し宮原国際交流センター

岐阜県広報センター

岐阜県テサイン振興会

岐南町役場
川辺町史紙質さん室

多冶見市史紳さん零

土岐市役所

占用町役場

小鳥町民会館
人員面立図書館

岐阜簡易保険事務センターへ

〔教育委員会関係〕
北海道教育庁

東京都教育庁
1勘11谷区教育委員会

港し左教育委員会

神奈川県教育庁
相模原市教育委員会
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右二日井高教育委員会
一一富市教育委員会

四日高畠教育委員会

亀山高教育委員会

安濃町教育委員会
滋賞県教育委員会
山東町教育委員会

田辺間教育委員会

能勢冊数脊委員会
橿原再教育委員会

鳥取県教育委員会
山陽印教育委員会

長崎県教育庁

大分県立先哲史料館

岐i目星教育委員会

西濃教育事務所

美渡教育事務所

東濃教育事務所
飛騨教育事務所

岐阜県教育センター

岐阜県情報処理教育センター

グリーンテクノセンター

岐阜県文化財保護センター

同和岐阜県民会議
岐阜県生温写醤センター一

員lF剛教育委員会

天頂市教育委員会

大野町教育委員会
池田田」教育委員会

関高教育委員会
美澱加茂肩教育委員会

多治見帝教育委員会
瑞浪吊教育委員会
恵那市教育委員会
山間印教育委員会

高山市教育委員会
岐阜市少年自然の家

関ケ原青少年自然の家

御繰少年自然の家
岐l勘、レ」、中字校長会

岐阜県高等字校長協会
岐阜県PTA連合会

〔学校関係〕
秋田犬′学鉱山学部附属鉱業博物館

山彬大学附属博物館
節．波大・掌蛭史人類掌系

図書館情報大・羊附属図書館
川村学園女子大挙図書館

国学院大学博物館掌研究喜

田半院大字考正字資料館
東京農業大字農業資料宅
ii本）ヾ半文斑雪部応用地′字数宅

間涼太l字刑事博物解

明冶大字考古字博物鮮
明〉台大字商品陳列館

明冶大学芋芸員養成課料

写習院大学
お茶の水女子大′学学芸員課fi，l

東京人′学地震研究所

多摩美術大半美術学部

実践女子大学博物館掌研究室

東京家政学院牛活文化博物館

国際基督教大′‘習易浅八郎記念館

神奈川大学日本常民文化研究所
東海大学校地囲遺跡調査団



帝京大字山梨文化財研究所
金沢美術工芸大′‘拘図書館

静岡大・字理宇部地球科字教室

東海大字海洋科掌博物館

南山大・字人類学博物館

名古屋大雪山IiI総合研究資料館

名古屋大字美章美術史研究室

名古屋大学大気水圏科字研究所
名古屋女子大字

名古屋女子大字淡水魚類研究会

市部′、予園大字人文科字研究会

市部字同地域社会研究会

市部半開自然科挙研究会

愛知大字結合郷土研究所

愛知大望文撃金

名古屋造ブ彰芸術大学図書館

京都大半文宇部考古学研究室
京都工芸繊細大字美術工芸資料館

同志社大字博物館掌芸院課程
立命館大字国際平和ミュージアム

仏教大字総合研究所

関西大学博物館
大阪大学文子学部考古学研究宅

大阪白楽天手付属楽器博物館

近畿大学民俗子、揮研究所

天理大学附属天理参考館
九州産業大′学芸術学会

則府大字附属1専物館

岐阜県高等学校生物教育研究会

岐阜県高等学校地学教育研究会
岐阜県高等学校理科助手研究会

岐阜第一女子高等半枚

羽島高等雪枝

加茂高等半枚

大垣日本大学高等′学校

麗濡瑞浪高等字校

閲養獲半枚
岐阜大学教育宇部

岐阜薬科大学
岐阜出立二女子短期大学

岐阜女子大学
聖徳学園岐阜教育大学

東海女子大′羊

聖徳′字間女子短期大学

中京短期大字

中部女子短期大字

岐阜匪療技術短期大字

〔研究機関・出版社・その他〕
東京国立文化財研究所
国立教育会館社会教育研修所

有I）出す喜俊郎

国立劇場調査養成部資料課

冨困庁正倉院事務所
奈良国立文化財研究所
奈良国立文化財研究所飛鳥資料館
北海道＿止アイヌ民族文化研究センター

北網圏北見文化センター

図書裡会

青森県埋蔵文化財調査センター

あきた結び文化研究会

群鳥県埋蔵文化財調香事業即
日本研究所

高橋直販先生著書刊行会
鴎飾区遺跡調査会
日本ユネスコ協会連盟

飯田町遺跡調査会

日本昆虫協会

古文化財科学研究会

河川環囁管王朝オ団

ポーラ文化研究所

味の素食の文化センター

都立・、揮交遺跡調査会

科学技術I芸報財団

溜池・駒込閏遺跡調査会
河Iil情報センター

青少年交友協会
日本ナショナルトラスト

二二二LL

東京貝類同好会
繰蔦区遺跡調査会

都内遺跡調査会
センチュi）－ミュージアム

丹青総合研究所・文化空間研究所
ニューメティア開発協会

宇宙開発事業団
金属鉱薬事柴田資源情報センター

世界自然保護基金日本委員会

武蔵考古′学研究所

西国分寺地区遺跡調査会

東京都埋蔵文化財センター

落川・一の宮遺跡調査会

日野市落川遺跡調査会

都営Iii越道住宅遺跡調査会

府中病院内遺跡調査会
臣本製鋼所遺跡調査会

町田木曾森野地区遺跡調査会

神奈川県二揖聖職文化財センター

玉IIi文化財研究l折

川崎市1字日本民家園

横須貴市遺跡調査岡

神奈川県立自然保護センター

長勤県埋蔵文化財センター

富山県埋蔵文化財調香事務所

富山県埋蔵文化財センター

富山市ファミリーパーク公社

静岡県埋蔵文化財調査事務所

愛知県文化振興一事業田

中部産業活性化センター

中部建設協会

美術文化史研究会
行動と文化研究会

瀬戸了串華厳文化財センター

隅櫓市埋蔵文化財調査事務所

愛知県埋蔵文化財センター

津市埋蔵文化財センター

三重自然誌の会

三重動物字会

三重県埋蔵文化財センター

滋賞県埋蔵文化財協会
日本イヌワシ研究会

木地屋とろくろ研究所

坂田郡社会教育学文化財部会

京都服飾文化研究財団
古代学協会

国際日本文化研究センター

道修町文書保存会
日本生命財団

大阪府文化財調査研究センター

クボタ

のじきく文化財保護研究財団
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黒Iii占文化研究所

元興、手文化財研究所
ンルクロード字研究センター

間山県自然保護センター

広島城
草戸手軒町遺跡調査研究所
厳島神社社務所

福岡市埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター
岐阜県郷士資料研究協議会

岐阜県歴史資料保存協会
岐阜県文化財保護協会
中山道加納宿文化保存会
岐阜県古文書研究会
岐阜市教育文化振興事業団

岐阜史学会
岐阜県植物研究会
慾斎研究会
各務原高地蔵文化財調査センタ

各務原市文化財を守る会
岐iti＿県昆虫同好会

養老印文化財保一護協会

東海地理研究会
美濃民俗文化の全

案山顕彰会岐阜県支部
地域経済研究所

岐阜県哺乳動物調査研究会
八幡町文化財保護協会

美濃文化財研究会

多治見市文化財保護センター
十岐五埋蔵文化財センターー

高山市歴史研究会
飛騨考古′字会

芸術出版社
美術倶楽部
日本美術刀剣新聞社

東京美術
中信美術奨励基金
講談社
コクヨ

美濃括斐谷通信編集室

郡上史談会

〔個人〕
ProfDr．Wolfgang Bauman

柘植千夏
加藤元入
大塚康博

鈴木重雄
大塚寅雄
山田勝iJL

高橋伊佐夫
船越進太郎
笠原芳雄
和田吉弘
清水昭男

宮崎　惇

吉村　典
）旧頼仙吉

小林文冶
加藤芳明

新井弘子
加藤＿正和

中川栄太郎



〔利用状況〕

1入館者数

本年度は、入館者数73，812人、前年度に比べて約48．5％

の増加となった。これは、特別展「岐阜の淡水魚」と「美

濃・飛騨の古代史発掘」及び、マイ・ミュージアム棟開

館による彰響か大きかった。

また、開館日数は304日であり、1日平均の入館者数は

243人であった。

月別の入館者数は右表のとおりである。

1日の入館者が最も多い日は、5月5日で、1，488人を

数えた。

団体入館者数をみると、団体4，292人で入館総数の約5．8％

であった。月別では3月が最も多く、団体入館者全体の

約42．7％を占めている。

特別展期間中の入館者数は、右表のと

おりである。入館者総数は36，636人にあ

たる。また、1日平均は436人であった。

月 傅ﾉ(i�b�高大生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 �(�3Sビ�809 �(�3cC2�6，039 �#b�232 

5 �(�3cCr�919 度�3��b�10，582 �#b�407 

6 涛3R�143 �8�3����4，186 �#b�161 

7 ���3S�b�244 �8�3�#2�4，873 �#b�187 

8 �8�3s���295 滴�3�#��8，817 �#r�327 

9 ���3��"�101 �(�3鉄2�4，246 �#b�163 

10 塗�3�#R�166 塗�3CCR�13，436 �#b�517 

11 �(�3SS��154 店�3c3"�8，337 �#b�321 

12 鼎湯�55 ���3C#b�1，980 �#"�90 

l 塔SB�104 ���33途�2．355 �#��112 

2 塔コ�77 �(�3�cr�3，129 �#R�125 

3 ���3s唐�1，244 �(�3s���5，832 �#r�216 

計 �#X�3塔��4，311 鼎8�3S#��73，812 �3�B�243 

特別展名 弍ｨ����ｭB�小中生 俘)�Y�b�一　般 佗b�

岐阜の淡水魚 滴�ﾈ�ﾈ��#X�ﾃh�����5，019 ���3S3R�9，914 ��h�3Cc��

美濃・飛媚の古代史発掘 �����8�ﾃ�������8，873 �##��11，075 �#��3�c��

計 ��13，892 ���3sSR�20，989 �3h�3c3b�

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室の利用者は、次のとおりであった。

〈講堂〉

4，′／21 侈x�8ﾏh��駟k��+y9���

5／14 弍)Xﾈﾊx-�?ｹ:饂�+(ﾛ位Hｸh橙�

11／／3 �霑8ｧx橙�

1／28 弍)Xﾉ^�+�*H橙�

2／22 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��饑�5ｨ985��ｹ��xﾘ橙�

〔博物館関係団体〕

1岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は「会員相互の連絡提携のもとに、

社会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を

目的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙（季刊）、会員研修会（年

3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿うように

努力した。

平成8年3月現在、会員館園は131、個人会員は22名、

主な役員は次のとおり。

名誉会長…梶原拓　会長・i・浅野勇　副会長…青木允夫

土野寺、清水廣美、理事長…松本五三　事務局は岐阜県

博物館内にある。

〈主な事業〉

5／／12 ��c���o�醜檍ｷ�-�,ｨ�ﾙ�ﾘ橙�

5／21 ��ccH��ﾏh､ｨﾗXﾜ��

91／／5 弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｩ+xｺh橙�

10／13 冏ｹ�8ﾅ9(hｻ8ﾊIOﾈ��YH橙�

11／／8 弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｨｻ8支ﾊHｸh檠�iZ浦H橙�

11／14 弍)Xﾈﾊyyﾙ�H怏�ﾙ'XﾕｨﾊHｸhｺhｶ8橙�

12／3 弍)Xﾈﾊy�y�ﾈ��･��)Y�ｸｸﾉ�陞��

2／3 弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｩyﾘ怦ﾊHｸh橙�

3／′24 �8ﾈ､9&騫ﾘﾊHｸh橙�

第31回会員研修会

東海地区博物館連絡協議会総会

機関紙「岐阜の博物館」第110号発行

第65回公開講座

第32回会員研修会

東海三県博物館協会交流研修会

第43回全国博物館大会

機関紙「岐阜の博物館」第111号発行

第66回公開講座

第33回会員研修会

第67回公開講座

公開講座委員会

機関紙「岐阜の博物館」第112号発行

会員研修委員会

常任理事会

機関紙「岐阜の博物館」第113号発行

－34－－



2　岐阜県博物館友の会

設立13年目を迎えた友の会は、会員の増加を見ること

ができ、一般会員556名、後援会員31口を数えた。会員個々

の生涯学習活動への旺盛な参加意欲とともに、岐阜県博

物館を側面から支える友の会活動への期待を現わす結果

となった。

事業内容、研修内容も徐々に充実し、密度の濃いもの

となったことを参加者の増加で裏付けることができた。

会員の要望が大きい主催事業の探訪の旅は、第3回海

外探訪の旅として「中国の文化と遺跡を訪ねて」を行っ

た。北京（方聖の長城、明十三陵、故宮博物院、大壇公

園ほか）、洛陽（龍門石窟、関林、洛陽博物館ほか）、西

安（大雁塔、西門、碑林博物館、兵馬佃博物館、始皇帝

陵ほか）を見学し、各施設職員から直接解説を聴く機会

を持ち、参加者一同大きな感銘を受け、中国の歴史と伝

統の重みを深く研修することができた。

蒙 剪���靈靜ｨﾋ�� 
議〉／／ 劔�� 

／＼請謁鰹 ��

十∴ ／＼ぅ鶏 ����������������ｨ爾�gﾈ��?ｩ?ｨｫ8ｩ2�去‘並、 

蟻艶／（／ 剪��+b�

薫蔦r 亊B�� 剿ц齡Vふふふ一千牽算／。 ����

洛陽「龍門石窟・奉先寺大仏前にて」

海外探訪の旅については、引き続き実施の要望が強く、

平成8年度はイギリス研修実施を検討している。

国内探訪の旅は、関西、北陸方面の旧跡探訪を中心に

3回を実施した。いずれもバス内で博物館学芸員などに

よる、歴史的背景を含めた解説を行って好評を得、定員

を越える参加希望者があり盛況な研修会となった。

また、参加者へのアンケート調査を実施し、次年度以

降の探訪先や研修のあり方などを策定する参考資料を得

た。

第6回文化講演会は、民俗研究家の脇田雅彦氏を招き
「教科書にない自然」と題する講演をいただき、会員を

中心に約100名の参加者が聴講した。

特別行事「七草がゆを食べよう」は、会員の手作り行

事として定着しており、当日は多くの七草ファンが来館

し美味しく炊きあがった「かゆ」を食べ、和気あいあい

のうちに一年の無病息災を祈った。

博物館事業の普及活動としては、春・秋の特別展の図

録などの作成や需要の多い図録の増刷を行い、県情報サ

ロンや木曽三川公園などに販売を委託し、広く県民に購

読を願った。

会員がボランティアとして活躍した「七草がゆ」

本年度は、岐阜県博物館の運′剖こ関する「5則」が制

定された。「博物館事業の普及、会員相互の教養と親睦」

を深めることを目指した友の会の活動が「魅力ある博物

館」「誰でも気軽に参加できる博物館」の健全な運営の一

翼を担うことができるよう、一層の創意工夫を進めた企

画を実施していきたい。

平成7年度の主な事業、行事は次のとおりである。

1　会　議

役員会・理事会　4月29日

友の会総会　　　4月29日

三役会10月18日、2月14日、3月26日

2　研修事業

（1）探訪の旅

中国の文化と遺跡を訪ねて　6／／′2－6／l′／8

平城宮址と三月堂・成増院　9／3

吉崎御坊と北前船の里　　11′／／12

湖東三山　　　　　　　　　　31′′／10

〈2）文化講演会

－35－

「教科書にない自然」　　11′／／3　　　100名

3　会報発行

第43号一45号各500部　B5　6真

4　資料など作成頒布

（1）特別展図録「岐阜の淡水魚」　　　　　　1，000部
「美濃・飛騨の古代史発掘」　1，154部

（2）図録増刷「川に生きる」　　　　　　　　　　700部
「輪中と治水」　　　　　　　　1，000部

（3）岐阜県博物館総合案内などの頒布

5　その他

（1）博物館との共催事業の実施

特別行事「．ふるさと太鼓フェスタ」「七草かゆを食

べよう」、たのしい博物館「博物館の資料をかこう」、

博物館講座「日本仏教の流れ」など

（2）会員入館料の補助

特別展、常設展入館料

名
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名
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Ⅳ　利　用　案　内　（平成8年度）

●開館時間　4月1日～10月31日　　　9時－16時30分

11月1日～3月31日　　　9時30分～16時30分

（入館は16時まで）

●入館料

区　　分 侘(�������ﾂ�団体（20人以上） 

般 �3��冷�260円 

大　学　生 ����冷�50円 

小・中・高 冖8��{��無　料 

※記念展開催中は入館料かかわります。

●休館　日　月曜日（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日一翌年1月4日）

●駐車場　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

l駐車料金…普通（軽）自動車300円、バス800円

●交　　通　名鉄美濃町線　小屋名駅下車　徒歩約15分

岐　阜　バ　ス　小屋名下車　　徒渉約15分

自家用車をご利用の場合は、百年公園北口からお入りください。

郡上IT幡　美並

〒50年32　岐阜県関南小屋名字中洞1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110

岐阜県博物館報　第19号 兢(�Jﾘﾗ2�岐阜県博物館 

平成8年（1996）4月1日発行 �8����ﾟﾂ�協同印刷株式会社 
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